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目

本

中
世

禅
林
に

お

け

る

柳
宗
元

詩
受
容
の
一

側

面

　
　

−
五

山

版
の

書
き
入

れ

を

め

ぐ
っ

て

ー

太

田

　
亨
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は

じ

め

に

　
日

本
に

お
い

て

柳
宗
元
の

詩

文
集
が

愛
玩
さ
れ
て

い

た

こ

と

は
、

現

存
す
る

柳
宗

元

詩
文

集
の

版

本
や

写

本
、

注

釈

書
（

抄
物
）

を

見

れ

ば

容
易
に

推
察
す

る

こ

と

が

で

き
る

。

中
で

も
静
嘉
堂
に

所

蔵
さ
れ
て

い

る

柳

宗

元
の

詩
文

集
の

原
形
と
も

言
え

る

三

十

巻

本

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ハ
よ

宋

版
『

唐
柳
先
生

文

集
』

の

残

本
、

蓬
左

文

庫
に

所
蔵
さ
れ

て

い

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
　　

る

宋

版
の
『

増
広

註
釈
音
弁

唐
柳
先
生

集
』

四

十
五

巻

本
の

書
写

本、

多
く
の

機
関
に

所
蔵

さ
れ

る

中
世

禅
林
に

刊
行
さ
れ

た
五

山

版
『

新

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ハ
こ

刊

五

百

家
註

音
弁

唐

柳
先
生

文

集
』

　
（

以

下
『

五

山

版
五

百

家
註

本
』

と

略
称
）

、

『

五

山
版
五

百

家
註

本
』

に

施
さ
れ
て

い

る

多
く

　
　

　
　ハ
さ

の

書
き

入

れ
、

両
足

院
に

所

蔵
さ
れ

て

い

る

禅
僧
が

残
し

た

抄
物

　
　

　
　
つ

ユ

『

柳
文

抄
』

等
は

、

日

本
に

現
存
す

る

貴
重
な
資
料
で

あ

り
、

継

続
し

て

精
査
・

整
理

す
る
こ

と

が

急

務
で

あ

る

と
言
え

よ

う。

　

本
稿
で

取

り
上

げ
る

の

は
、

『

五

山

版
五

百

家
註
本
』

に

書
き

入

れ
ら

れ

た

膨
大
な
量

の

注

記
（

抄

文
。

以

下

「

書
き

入

れ

抄
」

と

略
称
）

で

あ

り
、

そ

の

中

で

特
に

注

目

す
る
の

は
、

巻
四

十
二
・

巻
四

十
三

に

見

ら

れ

る

書
き

入

れ
抄
で

あ
る

。

各

機
関

に

所
蔵
さ

れ
る

そ
れ

ぞ

れ
の

『

五

山

版
五

百

家
註
本
』

の

同

箇
所

に

は

共

通

す
る

書
き
入

れ

抄
が

見
ら
れ

る
。

巻
四

十
二

と
巻

四

十

三

に

は
、

柳
宗
元
の

詩
が

収
め

ら
れ

る

が
、

詩
を

解
釈
す
る

に

あ

た
っ

て
、

重
視
し
た

先
行
の

注
釈
書
が

存
在
し

た
こ

と
が

窺
え

る
。

　

以

下
、

『

五

山
版
五

百

家
註
本
』

巻
四

十
二

・

巻
四

十
三
の

書
き

入

れ

抄
を

精
査

し
、

当
時
の

禅
僧
が
い

か

な
る

柳

宗
元

詩

集
（

注

釈

書
）

を

重

視
し

、

利
用

し

て

い

た

の

か
、

そ
の

詩
集
（

注

釈
書
）

が

ど

れ
ほ

ど
の

価
値
を

有
す
る
の

か
、

な
ぜ

禅
僧
が

そ

れ

を

利
用

し

た
の

か

に

つ

い

て

検
討
す
る

。

そ

の

上

で
、

現
存
す
る

種
種
の

版
本
に
お

け

る

書
き
入

れ
の

重
要

性
に

つ

い

て

提
起
し

た
い

。

　
　
　
一

　

共

通

す
る

「

書
き
入

れ

抄
」

の

作
者
に
つ

い

て

　
柳
宗
元

詩
に

対
す

る

膨
大
な

書
き
入

れ

抄

を
見
れ
ば
、

中
世
禅

林
に

お
い

て
、

禅
僧
は

柳
宗

元
の

文
章
を

尊

崇
す
る
一

方
で

、

そ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ハ
ゑ

の

詩
に

対
し

て

も

高

く
評
価
し

て

い

た
こ

と

が

分
か

る
。

書
き
入

れ

抄
の

特

徴
は

、

作
品

解
釈

を

補
助
す
る

た

め

に

他
の

注

釈
書
の
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注

釈

を

書

き
留
め
た

も
の

や
、

禅
僧
の

講
義
を

書
き

取
っ

た

も
の

や
、

中
に

は

備
忘
の

た

め

に

解
釈
に

直

接
に

関
係
な
い

文
献
を

引

用

し

た
も
の

等
も

認
め

ら

れ

る
。

『

五

山

版
五

百

家
註

本
』

の

巻
四

十
二

・

巻
四

十
三

の

書
き

入

れ

抄
は
い

か

な
る

性
質
を
有
し

て

い

る
の

で

あ

ろ

う
か

。

　
市
川
桃
子

氏

は
、

「

柳
宗

元

と

日

本
漢
詩
」

（

『

中

国

文

史
論
叢
』

八

号
、

二

〇
一

二
）

の

中
で

、

「

五

山

文
学
と

柳
宗
元
」

と
い

う

項

目

を
立
て

、

柳
宗
元
の

「

江

雪
」

「

漁

翁
」

「

南
澗

中
題
」

詩
を

例

に

挙
げ

、

筆
者
が

注

目

す

る

書
き
入

れ
抄
に
つ

い

て

論
じ

て

い

る
。

国

立
歴

史
民

俗
博
物
館
に

所

蔵
さ

れ

る

『

五

山

版
五

百

家
註
本
』

の

「

南
澗
中
題
」

詩
に

お

け

る

書
き

入

れ
抄
に

、

「

批、

子

厚
毎
詩

起
語
如
清
吏
清
峭
奇
整
」

「

批
、

精
神
在
此

十
字
遂
覺
一

篇

蒼
然
」

と

あ
る
の

を
取
り
上

げ

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

「

子

厚、

毎
詩
起
語

、

如
清
吏
更
清
峭
奇
整
」

「

精
神

在
此
十

字
」

と

い

う

よ

う

な

評
語

を

見

る

と
、

五

山
の

僧
侶
た

ち

が

単
に

柳
宗
元
の

詩

を

テ

キ
ス

ト

と

し

て

読
む
の

み
な

ら

ず
、

柳
宗

元
と

対

峙

し

て
、

精

神
的
な

糧
を
そ
こ

に

見
い

だ

そ

う

と

し

て

い

る

姿
勢
が

窺
わ

れ

る
。

市
川
氏

は

論
の

中
で

、

「

批
」

で

始
ま

る
書
き
入

れ
を

禅
僧
の

評
語

と

し

て

捉
え
て

い

る
。

し

か

し
、

こ

の

「

批
」

で

始

ま

る

書
き
入

れ
は
、

果
た

し

て

禅
僧
の

評

語

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

　
柳

宗
元
の

「

南
澗
中
題
」

詩

は

『

唐
詩

品

彙
』

巻

十
五

（

五

言

古
詩

部
）

に

も

所
収

さ

れ
て

い

る

が
、

そ

の

注

に

は

「

劉
云

、

子

厚

毎
詩
起
語

、

如
法

更

清

峭
奇
整
」

「

劉
云

、

精
神
在
此
十
字
遂
覺

一

篇

蒼
然
」

と

あ
る

。

国
立

歴
史
民

俗

博
物

館
本
の

書
き
入

れ
抄

と

大
体
同
意
で

あ
る
が
、

「

劉
云
」

と

は

誰
な
の

か
。

巻
十
五

に
お

い

て

「

柳
宗
元
」

に

注
さ
れ
た
各
人
の

柳
詩

評
の

中
に
、

「

劉
辰
翁

日
」

と

そ

の

評
者
が

示

さ

れ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

氏

が

注

目
さ
れ

た

「

批
」

で

始

ま
る

書
き

入

れ

抄
は
、

中

国

の

注
釈

（

評
点
）

と

い

う

性

質
を

有
し

、

そ

れ

は

劉
辰

翁
の

手

に

よ

る

こ

と

が

判
明
す

る
。

決
し

て

日

本
禅
僧
の

評
語
で

は

な
い

。

　
劉
辰

翁
は
、

紹

定
五

年

（

＝

三
＝

）

、

江
西

の

廬

陵
（

江
西

省
吉
安

市
）

に

生

ま

れ
、

字
を
会
孟

、

号
を

須
渓
と
い

う
。

景
定
三

年
（

一

一
天
二）

に

進
士

と

な
る
が
、

母
の

老

齢
を
理

由

に

官
途
に

つ

か

ず、

濂
渓
書
院
山
長
と

な
っ

た
。

至

元

十
三

年
（

三
ヒ

六
）

、

南
宋
は

滅
亡

し
、

元

が

そ

れ

に

代
わ
る

も
、

劉
辰

翁
は

元

に

仕
え
る

こ

と

を
せ

ず
、

故

郷
の

廬

陵
で

多
く
の

文

人
・

僧
侶
・

道
士

と

交
遊
し

、

思

う
が

ま

ま

に

文

筆
活

動
を

楽
し

み
、

大

徳
元

年
（

一
二

九

七

）

に

没
し

た
。

宋
末

元
初
の

著
名
な
評
点
者
と

し
て

名
高
い

。

　
　

　
二

　

柳
宗
元

詩
の

劉
辰
翁
批
語

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

1
「

書
き

入

れ

抄
」

よ

り

の

復
元

　
禅
僧
は

劉
辰

翁
の

評
語

（

禅
林
で

は

「

批

語
」

と
呼

称
す
る

た

め
、

以

降
は

「

批
語
」

で

統
｝

す
る

）

を

ど
の

よ

う
な

経
路
で

書

き
入

れ

た
の

か
。

ま

ず
は

『

五

山

版
五

百

家

註
本
』

巻
四

十
二
・

巻
四

十
三

に

書
き
入

れ
ら

れ
た

批
語

を

整
理

す
る

。

　
確
認

し

う
る

範
囲
で

は
、

宮
内

庁
書
陵
部
・

国
会

図
書
館
・

国

立

歴
史
民

俗
博
物
館
・

東
洋

文

庫
・

東
北

大

学
・

内

閣
文
庫
に

所

357
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蔵
さ

れ

る

『

五

山
版
五

百

家
註

本
』

巻
四

十
二

・

四

十
三

に

同

様

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
アロ

の

批
語
が

書

き

入

れ
ら

れ

て

い

る
。

　

東
北
大
学

所
蔵
『

五

山

版
五

百

家
註

本
』

に

は
、

巻
四

十
二

の

巻
頭
に

次
の

よ

う
に

あ

る
。

須
渓
先
生

劉
會
孟

評
点

内

閣
文

庫
所

蔵

本
に

も

巻
四

十
二

の

巻

頭
に

「

須
渓
批

点
」

と

あ

り
、

「

批
」

が

劉
辰

翁
の

批
語
で

あ
る

こ

と

が

証

さ

れ

る
。

ま

た
、

国
立

歴
史
民

俗
博
物
館
所

蔵
『

五

山

版
五

百

家
註
本
』

に

は
、

巻

四

十
二

巻
頭

に

次
の

よ

う

に

あ

る
。

須
渓
先
生

劉
會
孟

評
点

日
、

子

厚

律
詩

長
句
矜
重
如

朴、

及

小

絶
平

易

如
不

経
意

。

然
毎
読
不

可

為
懐

、

詩

之

得
失
可

見
。

長
篇
點
綴
精

麗、

樂

府
託
興

飛

動
、

古

詩

短

調

紆

鬱、

清
美

閑
勝

。

詩

総
不

多
而

態

度
備
矣

。

退

之

固
當
遜
出

其

下、

并

言

韓
柳
亦
不

偶
然

。

須
渓
先
生

劉
會
孟

評
点
し

て

曰

く
、

子

厚
の

律
詩
・

長
句
は

矜

重
に

し

て

朴
な

る

が

如
く
、

小

絶
に

及
べ

ば

平

易
に

し

て

　

　
へ

意
を

経
ざ
る

が

如

し
。

然
れ
ば

毎
に

読
み

て

懐
ひ

を

為
す
べ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
あ

ら
は

か

ら

ざ
れ
ど

も
、

詩
の

得
失

見

る
べ

し
。

長
篇
は

點

綴

精
麗

、

樂

府
は

託

興

飛

動
、

古

詩
は

短
調

紆
鬱
、

清
美
閑

勝
た

り
。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

も
と

詩

は

総
じ

て

多
か

ら

ざ
れ

ど

も
態
度
備
は

る
。

退

之

固
よ

り

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

あ

は

當
に

其
の

下

に

遜

出
す
べ

く
も

、

并
せ

て

韓
柳
と

言

ふ

も

亦

た

偶

然
な
ら

ず
。

こ

の

評
語
は

巻
四

十
二

巻
頭
に

書
き
入

れ

ら

れ
て

い

る

場
合
も
あ
・

れ

ば
、

詩

部
の

最

後
に

書
き
入
れ

ら

れ
て

い

る

場
合
も

あ

る
。

劉

辰
翁
は

、

柳
宗

元

詩

に

つ

い

て
、

律
詩
や

長
句
は

自
ら

慎
み

飾
り

気
が

無
く
、

絶
句
は

平
易
で

心

に
と

ま
ら

な
い

か

の

よ

う
で

あ

り
、

そ
の

た

め

読
め

ば

常
に

思
い

め

ぐ
ら

す
こ

と

は

な
く
と

も、

そ
の

詩
の

得
失
が

現
れ

て

い

る

と

す
る

。

そ

し

て
、

長
編
詩
は

程
良
く

飾
ら

れ

麗
し

く
、

楽
府
は

興
趣
に

任
せ

活

き
活
き

と
し
、

古
詩
は

短

調
で

気
が

ふ

さ

ぐ

も
、

清
美
で

落
ち

着
い

て

い

る
。

韓
愈
は

も

と

よ

り

柳
宗

元
の

下
に

遜
る
べ

き
で

あ
る

が
、

韓
柳
と

併
称
す
る

の

も

偶

然
で

は

な
い
、

と
評
し

て
い

る
。

　

次
に

柳
詩

批
語

を

整
理

し

た
一

覧
表
を

挙
げ
る

。

本
に

よ
っ

て

は

「

批
云
」

が

無
い

場
A
口

も
存
す

る
た

め
、

批
語

で

あ

る
か

ど

う

か

判

断
で

き

な
い

書
き

入

れ

も

存
す
る

。

し
か

も
各
本
に

よ
っ

て
、

批
語

の

書
き

入

れ

箇
所
の

有
無
の

相
違
が

存
す
る

。

そ

の

点
、

東

洋
文

庫
本
は

最
も

多
く

批
語
を

書
き
入

れ

て

お

り
、

し

か

も

「

批

云
」

と

明

記

し

て

い

る
。

そ
の

た
め

、

一

覧
表
に

は

東
洋
文

庫
本

の

書

き
入

れ

批
語

を

も
と

に
、

他
書
の

書
き
入

れ

批
語
と
校

勘
し

た
も

の

を
挙

げ

た
。

ま

た

柳
詩
注

釈
書
に

引
用

さ

れ

る

批
語

に
つ

い

て

も

取

り
上

げ
た

。

〈

批

語
→

覧
表
〉

1 番

42 巻

長 同 詩
寄 劉
澄 二 題
州 十

張 八

使 院

蟆 盈 批
＊ 缺 語

幾 箇
蝦 所

批 批
云 語

、

以
用
為
蝦
蟆
大

俚
o

358

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

創，酬，4 ー，ポ，d ，ブ
，

剖
，

42424242424242

Ol
刻

42i

9 ー
，

42

10 ，

弓

421

斑
42

君
八

十

韻

弘
農
公
五

十
韻

弘
農
公
五

十

韻

初
秋
夜
坐
贈
呉

武

陵
晨
詣
超
師
院

讀

禪
經

零

陵
贈

李
卿
元

侍

御
簡

呉
武

陵

古
東
門

行

楊
尚
書

寄
郡

筆

因

獻
長
韻

過

衡
山

見

新
花

開

却

寄
弟

同

劉
二

十
八

哭

呂

衡
州

兼
寄
江

陵
李
元
二

侍
御

衡
陽
與
夢
得
分

路登

柳
州
峨
山

多
容
競
忤

彊
＊

徒
恨
纒
徽

長
＊

稍
々

雨
侵

竹
＊

悟
悦
心

自

足

＊

低
昂
互

鳴

悲
＊

萬
金
寵
贈

不

如
土
＊

截
玉

銛
錐

作
妙
形
＊

題
注

不
使
功
名

上

景
鐘
＊

垂

涙

千
行

便
濯
纓
＊

西

北
是
融

批
云、

競
字
誤
、

必

竟
字

批
云

、

二

語

極
怨
然
可

念
。

好
（

批
言
一

二

句
）

Q

批

云
、

妙
処

欲
不

可
盡

、

然
去

淵
明

尚

遠
。

是

唐
詩

中
転
換

。

批

云
、

意
甚

苦
、

而

辞
不

暢
。

批
云

、

結

得
凄
切。

批

云
、

拙
語

。

劉
辰

翁
日

、

酸
楚

。

批

云
、

可

歎
。

批
云

、

可

念
。

批
云

、

漸
近
自
然

。

圃

姻

1　　　　
■　　　　　■　　　　
■　　　　　
I　　　　
I　　　
■　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　
■　　　　　
1　　　　
■　　　　
■　　　　
「

酬
賈

鵬
山
人
郡

州
＊

l　　　　
l　　　　
欄　　　　　−　　　　
嵶　　　　
−　　　　　
l　　　　
I　　　　
l　　　　
l

栄
耀
将
安

I　　　　
I　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　
I　　　　
1　　　　
1　　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　
1　　　　」　　　
■　　　　
l　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
−　　　　　
I　　　
I　　　　
l

批
云
、

経
事
語
別

。

内
新

栽
松

寓
興

窮
＊

蜩

姻

見
贈
其
一

I　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　
l　　　　　
I　　　
I　　　
I　　　　
l　　　　　
l　　　　
l　　　　
，　　　
「

柳
州
二

月

榕
葉

，　　　　
｝　　　　
5　　　　　「　　　　
6　　　　「　　　　
1　　　　
9　　　　　
1　　　　
1

榕
葉
滿
庭

，　　　　
−　　　　價　　　　價　　　■　　　，　　　　
，　　　　　
1　　　　
塵　　　　
鑒　　　　
凾　　　
i　　　　
■　　　　
鵬　　　　　
幽　　　　聖　　　　
，　　　　■　　　　
l　　　　
l　　　　犀　　　
l　　　　
I　　　
I　　　
l

批
云

、

其

情
其

景
、

自

不

域

螺

落
盡

偶
題

I　　　　
I　　　
I　　　　
I　　　　
l　　　　鬮　　　　
I　　　　　
I　　　
I　　　
l　　　　
I　　　
I　　　
I　　　　
l　　　　　
鑒

柳
州

城
西

種
甘

鶯
亂
啼
＊

匪　　　　
5　　　　
鵬　　　　
，　　　　
，　　　　
1　　　　■　　　　
5　　　　　
1　　　　幽

楚
客
憐
皇

可
堪

。

1　　　　
1　　　　
1　　　　
8　　　
1　　　　，　　　
禪　　　　−　　　隔　　　
，　　　　
，　　　　幽　　　　
，　　　　
，　　　　　
1　　　　
0　　　　
■　　　卩　　　　
幽　　　　
齢　　　　「　　　
5　　　　
1　　　
」　　　
「

批
云
、

皇
樹
不
可

語
。

瑚

弼

樹
−　　　　
脚　　　　　
1　　　　
■　　　　
l　　　　
I　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　
■　　　　
I　　　
l　　　　
I　　　　
l　　　　　
I

段
秀
才
處
見
亡

樹
＊

■　　　　
1　　　　
■　　　　
ー　　　　　
I　　　　
I　　　　
l　　　
l　　　　
l　　　　画

衡
陽
往
事

■　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　　
1　　　　■　　　
■　　　　
l　　　
I　　　
l　　　　
■　　　　
1　　　■　　　　
■　　　　　
1　　　　■　　　■　　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　
■　　　　　
I　　　　
I　　　
■　　　　
■

批
云

、

分
身
語

苦
。

友
呂

衡
州
書
迹

似
分
身
＊

1643

南
硼
中
題

秋
気
集
南

批
云
、

子

厚

毎

詩
起

語
、

硼、

獨

遊

如

清
吏
清
峭
苛
整

。

蝿

蚓

I　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　　　　ロ　　　　　　ー　　　　　　　
l　　　　
I　　　　
I　　　　　　　
I　　　　
I　　　　　　　
I　　　　
脚　　　　
I　　　　
I

南
硼
中
題

亭
午
時
＊

I　　　　　
I　　　　
l　　　　　
I　　　　
I　　　　」　　　　
I　　　　
I　　　　■　　　　
1

始
至

若
有

■　　　　
，　　　　，　　　　　
1　　　　
，　　　　
1　　　　
，　　　　　
1　　　　鹽　　　
，　　　　
，　　　　
，　　　　　
1　　　　
■　　　　
幽　　　　
l　　　
l　　　　■　　　
1　　　，　　　
1　　　　「　　　　
I　　　
I　　　　
匹

批
云
、

精

神

在

此

十
字
、

得、

稍
深

遂
覚
一

篇
蒼
然

。

国

嚠
ー　　　　
ー　　　　　
「　　　　
鬮　　　　膨　　　　
鬮　　　　
1　　　　
−　　　　
l　　　
l　　　　
I　　　
臨　　　，　　　　，　　　　
1

南
欄
中
題

遂
忘
疲
＊

l　　　　
l　　　　
l　　　　
l　　　　
l　　　　
伽　　　　　
8　　　　
1　　　　　
1　　　
1

當
與
此
心

1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　　
0　　　　
0　　　　
痼　　　　　
1　　　　
1　　　　　卩　　　　
−　　　　
卩　　　　　
ロ　　　　ー　　　　
I　　　
1　　　
1　　　　
1　　　
1　　　　
1　　　　
■　　　
1

批
云
、

結

得
平

淡
、

味

乃

画
蚓

■　　　　
■　　　　　
l　　　　
l　　　　
■　　　　
■　　　
1　　　　
■　　　　　■　　　　
1　　　　■　　　　
■　　　　　
l　　　　
1　　　　
1

與
崔

策
登

西

山

期
＊

l　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　　　
1　　　　
1　　　　　
1　　　　
1

榮
迴

出
林

不

可
言

。

I　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
l　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　　
l　　　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
鬮　　　　
l　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
1　　　　
1

批
云
、

參

差

隠
約
、

可

盡

刻
嚠

1　　　　
匹　　　　　
l　　　　
1　　　
0　　　　
，　　　
1　　　
陰　　　　｝　　　　
■　　　　
1　　　
9　　　　　
1　　　　
1　　　　
1

與
崔

策
登

西

山

杪
＊

1　　　
0　　　　ー　　　　
1　　　　
0　　　　
0　　　　
0　　　　−　　　　
口　　　　−

緩

我
愁
腸

不

可
盡

。

l　　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　　口　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　　
l　　　　
I　　　　
口　　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　
1　　　　
9　　　　　
1

批
云
、

南

硼
落

句
、

猶

有

繞
＊

以

自

遣
、

此

懷
似
無

著
可

刻
嚠

，　　　　
I　　　
l　　　　
，　　　　　
■　　　　
1　　　
匚　　　　
■　　　　
l　　　
l　　　　■　　　
■　　　
I　　　　
l　　　　
I

覺
衰

I　　　　
l　　　　■　　　　
■　　　　
I　　　　
I　　　　
−　　　　
I　　　　
l　　　　
I

稍
已

來
相

念
。

■　　　　
1　　　　■　　　
1　　　　
■　　　　　
I　　　　
I　　　　
ー　　　　
■　　　　　
I　　　　
l　　　　
■　　　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　
l　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　
，　　　　
l　　　
l　　　　
l　　　　
l　　　　
I

批
云

、

跌

怨
動

人
。

「　　　　
1　　　　　‘
■　　　　
1

卩　　　　塵　　　
1　　　　，　　　
1　　　　，　　　
露　　　　
I　　　　　
I　　　
1　　　　
1　　　　
1　　　
1　　　　
1　　　　
1

尋
＊

I　　　　
I　　　　
I　　　　
I　　　　　
I　　　
l　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　　匹
，　　
1　　「　　
l　　
I　　
‘　　
，　　「　　
1　　
，　　
「　　
1　　
，　　
1　　
■　　
9　　
，　　匚　　
I　　
I　　
l　　
I　　鬮　　
l　　
l　　
I
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224323143i24b
引

431

251
司

431

Oi

羸

26 ：

43 ：

　 　 　

271
引

431

　 　 ，

281
引

431

　 　 　

29 ・

引

43i

覺
衰

覺
衰

韋
道

安

溪
居

郊
居
歳

暮

雨

後
曉
行

獨

至

北
池

江

雪

種
白

嚢
荷

種
白

嚢
荷

朋

友
常
共

斟
＊

商
頌

有
遺

音
＊

韋
道
安
＊

長
歌
楚
天

碧
＊

題
注

偶
此
成
賓

主
＊

獨
釣

寒
江

雪
＊

血

虫
化

為

癘
＊

眄

踈
心

所

親
＊

批
云
、

其

最
近

陶

者
、

然

意
尤

佳
。

批
云
、

怨
之

又

怨
、

而

疑

於
達
者

。

批
云
、

以

子

厚
伝
、

此
必

有

奇

語
。

惜
哉

、

不

見

其

賛
。

批
云
、

境

語
神

會
不

由

思

得、

欲
重
見
自

難
耳

。

劉
辰

翁
日
、

境

與
神

會
、

不

由

思

得
。

欲

重
見

自

難

耳
。

批
云
、

諸
詩

皆

極
幽

怨
、

而

読
之

蕭

然
如

世
外

人
。

同

時

如

退

之

夢

得
、

皆
不

能
及
也

。

批

云
、

此

詩
雖

有
天

趣
、

然
上

両

句

竟
是

躰

雪
千

山

万

逕

影
、

独

由

落
句

五

字

道
尽

耳
。

批
云、

五

字
便
尽

蠱
状

。

批
云
、

不

言
蓑

荷
如

何
。

直

以
情

事
、

有

致
含

意
、

甚
悲

。

3043311

43 ：

321

431

331431341

431

　 　 ，

351

431

　 　 　

36i431
　 　 　

371431
　 　 ナ

38143

：

39，
引

431

自
衡
陽
移
桂
植

零
陵

巽

公

院

五

詠

（

曲

講
堂
）

零
陵
早

春

田

家
三

首
其
二

行
路

難
三

首
其

三跂
烏
詞

放
鷓

鴣
詞

聞
黄
鵬

聞
黄
鸛

楊
白

花

一

雨
悟
無

学
＊

忘
意
聊

思

惟
＊

殷
勤
入

故

園
＊

農
談
四

隣

夕
＊

桃
笙
葵

扇

安
可

當
＊

努
力
低
飛

逃
後
患
＊

同

類
相
呼

莫
相
顧
＊

満
眼

故
園

春
意
生
＊

西

林
＊

紫

椹
行
當
熟

茫
茫
曉
日

下

長
秋
＊

批
云

、

此

語

幾

不

可

解、

而

覧
者
或
自

得
也

。

批
云
、

本
色

道
人

語
。

批
云

、

小

絶
皆
自
在
精
切

。

批
云
、

無
怨
之

怨
。

批
云

、

三

詩

奇

麗

索

意
高

古
。

此

又

奇
麗

飛

動
、

深

得
楽

府
之

意
。

末
語

跌

宕

流

暢、

乃

在

當

字
、

何

物

異
見、

欲
以
常
字
易
之

。

批
云
、

亦
経
事
語

。

批
云
、

傷
哉

。

批
云

、

語

調
情
景

皆
至

。

批
云
、

西

林
必

其

故
園

。

批
云

、

語

調
適

與
事

情
倶

美
。

其

餘

音
杳

杳
、

真
可

以

泣

鬼

神

者
。

惜
不

令
連

臂
者
歌

之
。
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漁
翁

巖
上
無
心

批
云

、

或
謂
東
坡
評
此
詩、

雲

相
逐
＊

無

后
二

句

亦
可

非

知

言
者

也
。

有
可

横

截
者

、

如

黄

鵬
四

句
是

也
。

此

詩

氣
渾

不

類
晩
唐

、

政
在
后

兩
句、

剣

蚓
I　　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　
脚　　　　
I　　　　
l　　　　
l　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　　
I　　　
I

詠
史

，　　
l　　
I　　
嚠　　
l　　
l　　
I　　
I　　
I　　「

晏

子
亦
垂

非
蛇
安
足

者
。

■　　
I　　
I　　
■　　
I　　
I　
l　　
瞋　　「　
1　　「　
l　　
I　　卩　
I　　
I　　嚠　　
」　　
1　　
鬮　　
l　　
I　　
1　　
8　
1

批
云

、

無
叙
次、

無

発
明

。

姻
嚠

口　　齒　　
ー　　陰　　
鬮　　
−　　卩　　
8　　
8　　
鬮　　
l　　
I　　
I　　
I　　
I

詠
三

良

文
＊

I　　　　
I　　　　　
I　　　　
I　　　
I　　　　
I　　　　
l　　　　
I　　　　
1　　　
5

吾

欲
討
彼

I　　
I　　
I　　
口　　卩　　
，　　■　　
鬮　　
「　　鬮　　
l　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　口　　
脚　　−　　蔔　　
，

批
云

、

坡
公

治

命

有
従

違、

姻
蚓

I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
l　　鹽　　
−　　　
鬮　　
鬮　　
I　　
1　　
1

詠
溂
軻

狂
＊

■　　
鵬　　
嚠　　
I　　
I　　
I　　
1　　
1　　
1　　
1

太
史
徴
無

亦
畳

用

不

厭
。

■　
1　　■　　
■　　
1　　
，　　
I　　
I　
I　　
I　　
I　　
I　
I　　
卩　
，　
，　　「　
l　　
l　
I　　
0　　
8　　
1　　■　　
1

批
云

、

結

得
比

叙
事

較

有

蚓
蚓

卩　　
，　　
1　　
艦　　鬮　　
l　　
I　　
I　　
l　　
l　　
l　　
I　　
I　　
l　　
■

掩
役
夫
張
進

骸

　

　
　
「

且
＊

卩　　
1　　
「　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
−

聊
且

顧
爾

体
。

l　　
I　　
I　　
0　　
1　　，　　
1　　「　　
卜　　
I　　
l　　
l　　
l　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　
I　　口　　
蓼　　■　　匚

批
云

、

三

篇

皆

擬
淵

明
、

私
＊

然
不

如
此

篇
逼

近
、

亦
事

題

偶

足
以

發
爾

。

故

知
理

貴
自
然

。

　
○

は

蒋
之

翹

輯
注

『

柳
河
東

集
』

に

引
か

れ
、

書
き
入

れ

抄
に

は

見

ら

れ

な

い

批

語
で

あ

る
。

以

上

が
、

現
在

確
認
さ

れ
る

劉
辰

翁
の

柳
詩

批
語
の

復
元

で

あ

る
。

書

き

入

れ

批

語
の

数
に

相
違
は

見
ら
れ
る

が
、

確

認
で

き

た

『

五

山

版
五

百

家
註

本
』

に

全

て

書

か

れ
て

い

る

こ

と

か

ら
、

禅
僧
が

劉

辰

翁
の

批
語
を
い

か

に

重

視

し

て

い

た

か

が

窺
え
る

。

当

時
期
に

お
い

て

禅
僧
の

柳
詩

考
究
に

当
た
っ

て

は

不

可

欠
の

資
料
で

あ
っ

た
こ

と

が

分
か

る
。

三

　
書
き

入

れ
批
語
の

原
本
と

そ
の

価
値
に

つ

い

て

　

柳
詩
に

対
す
る

批
語

と

作
品
に

対
す
る

四

十
四

例
に

も
の

ぼ

る

書
き
入

れ

批
語
は

、

ど
の

詩

集
（

注

釈
書
）

か

ら

引
用
さ
れ

た

も

の

で
、

現

在
に

お
い

て

ど

れ

ほ

ど

の

価
値
を
有
す

る

も
の

で

あ
ろ

う

か
。

書
き

入

れ

批
語
に

つ

い

て
、

そ
の

原

本
と

な
る

は
ず
の

『

劉

辰

翁
批
点

柳
宗
元

集
』

（

仮
称
）

は

現
存
し

な
い

。

禅
僧
が
い

ず
れ

の

書

を

原
典
に
し

て

書
き
入

れ

を

行
っ

た

か

が

問

題
と

な
る

。

　

第
一

に

考
え

ら

れ

る
の

は
、

総

集
『

唐
詩

品

彙
』

か

ら
の

引
用

で

あ

る
。

し

か

し
、

書
き

入

れ
批
語
に
は

見

え
る
が
、

『

唐
詩
品
彙
』

に

は

含
ま

れ

な
い

批
語
が

存
す
る

。

1
・

2
・

3
・

8
・

9
・

10
・

4
°

5
°

4
°

8
°

9
°

0
°

1
°

4
°

5
°

6
°

7
°

8
°

1

1
　
　
　

1
　

　
　

2
　
　
　

9
ρ

　

　

2

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
り

0
　
　
　

3

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
3
　
　
　
り

0

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
3
　

　
　

3

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
3
　
　
　

4

に
つ

い

て

は
、

『

唐
詩
品
彙
』

に

作

品

自
体
が

収
め

ら

れ

て

い

な
い

。

4
．

6
．

7
・

12
．

26
・

42
に
つ

い

て

は
、

『

唐
詩

品

彙
』

に

作
品

は

収

め

ら

れ

て

い

る

も
の

の
、

劉
辰

翁
の

批
語
が

引

用

さ

れ

て

い

な
い

。

ま

た
、

『

唐
詩
品

彙
』

に

お
い

て

は
、

例
え

ば
27
「

江

雪
」

詩
で

は

「

劉
云

、

得
天

趣
、

獨
由

落

句
五

字
道
盡

矣
。

」

、

40
「

漁

翁
」

詩
で

は

「

劉
云
、

或
謂
蘇
評

為

當
非
知
言

者、

此
詩

氣
渾
不

類
晩
唐、

正

在
後

兩
句

、

非

蛇

安
足

者
。

」

、

44
「

掩
役
夫
張

進

骸
」

詩
で

は

「

劉
云、

學
陶
不

如

此
篇
逼

近、

亦
事
題

偶
足

以

發
爾

。

故
知

理

貴
自
然

。

」

と

な
っ

て

お

り
、

前

掲
一

覧
表
の

書
き
入

れ
批

語
と

大
き

く
異
な
っ

て

い

る

揚
合
が

存
す
る

。

こ

れ

ら

に

拠
る

限

り

で

は
、

『

唐
詩
品

彙
』

か

ら
の

引

用
で

は

な
い

こ

と

が

判
明
し

よ

b
つ

。

　

次
い

で
、

明
末
の

蒋
之

翹

二

五
九
六

〜

六
五

儿
）

輯
注

『

柳
河

東

集
』

に

引
用

さ
れ

る

批
語
に

つ

い

て

で

あ

る

が
、

5
・

11
・

13
・

16
・

17
・

18
・

19
・

23
・

32
・

39
・

40
・

43
・

44
に

お
い

て

引
用
す
る
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も
の

の
、

0
印
の

二

箇
所
に
つ

い

て

は
、

書
き
入

れ

抄
に

は

見

ら

れ

な
い

批
語
で

あ

る
。

蒋
之

翹
の

生

年
か

ら
し

て
、

『

柳
河

東

集
』

の

批
語
を

直
接
に

書

き
入

れ

た

可

能
性
は

考
え

ら

れ

な
い

が
、

書

き

入
れ

に

見
ら

れ

な
い

批
語

を

引
用
し

て

い

る

こ

と

か

ら
、

書
き

入

れ
に

際
し

て

柳
宗
元

詩
の

批
語

を
全
て

網

羅
し

て

い

な
い

こ

と

が

分
か

る
。

な
お

、

後
代
に

な

る
が
、

日

本
の

近

藤
元

粋

（

天
五

〇
〜

一
九一
三
）

も
『

韋
柳
詩

集
』

に

批

語

を
引
用

す
る
が

、

自
身

で

『

柳

河
東
集
』

と

『

唐
詩
品

彙
』

を

参

照
し

た

こ

と

を

明

記
し

て

お
り

、

二

書
以
外
の

批
語
を

引
用
し

て

い

な
い

。

　

劉
辰

翁
が

評

点
し

た

書
に
つ

い

て

見
て

み

る
。

焦
印
亭
氏
の

「

劉

辰

翁

評
点
著
作
版
本

目

録
」

で

は
、

次
に

挙
げ
る

書
を
取
り

上

げ

　
　　
　ロ

て

い

る
。

散
文

類

『

大
戴

礼
記
』

・
『

越

絶
書
』

・
『

班

馬

異
同
評
』

・
『

史

漢
異

同
補
評
』

・
『

荀

子
』

・
『

陰
符
経
』

・
『

老

子
道
徳

経
』

・
『

荘
子

南

華
真

経
』

・
『

南
華
経
』

・
『

列

子
冲
虚

真

経
』

・

『

席

斎
三

子

口

義
』

・

『

廣
成

子
』

・
『

古
三

墳
』

・
『

史

記
評
林
』

・
『

漢
書
評
林
』

小
説

類

『

世

説

新

語
』

詩
歌

類

李
賀
詩
・

韋
応

物
詩
・

孟

郊
詩
・

李

白
詩
・

『

劉
辰

翁

批
点
三

唐
人
詩

集
』

・
『

韋
孟

全

集
』

・
『

陶
韋
合
集
』

・
『

王

孟

詩

評
』

・
『

盛

唐
四

名

家
集
』

・

杜
甫
詩
．

王

維

詩
・

王

安

石

詩
・

蘇
軾
詩
・

陳

與

義

詩
・

陸
游

詩
・

注
元

量
詩
・

『

合
刻

宋
刻

劉
須
渓
点
校
書
九

種
』

劉
辰

翁
が

評
点

し

た

詩
歌
の

別

集
と

し

て

現
存

す
る
の

は
、

唐
代

に

つ

い

て

は
、

孟
浩
然
・

王

維
・

杜
甫
・

韋
応

物
・

孟

郊
・

李
賀

の

六

人
で

あ

り
、

宋
代
に

つ

い

て

は
、

王

安
石
・

蘇
軾
・

陳
與
義
・

陸

游
・

汪
元
量

の

五

人

で

あ

る
。

こ

の

中
に

柳
宗
元
の

名
は

見
あ

た
ら

な
い
。

　

次
い

で
、

劉
辰

翁
が

製
し

た

選

集
に

つ

い

て

見
て

み

る
。

劉
辰

翁
は
、

『

興
観
集
』

と
『

古
今
詩
統
』

を

編
纂
し

た

が
、

現
在
と

も

に

散
佚
し

て

い

る
。

奥
野

新
太
郎
氏

の

指
摘
に
拠
れ

ば
、

『

興

観
集
』

は
、

劉
辰

翁
が

評
点
を
施
し

た

唐
宋
の

詩
の

中
か

ら

佳
作
を

選

ん

で

編
ま

れ

た

書
で

あ
っ

た

と

さ

れ

る
。

ま

た
、

『

古
今
詩
統
』

は
、

劉
辰

翁
が

自
身
の

文
学

観
と
一

致
す
る

作
品

を

条
件
と
し
、

周
囲

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　

の

人
々

の

作
品
を
も

積
極
的
に

集
め

た

書
で

あ
っ

た

と

さ

れ

る
。

『

唐
百

家
詩
選
』

を

校
訂
し

た

と

も

あ

る

が
、

王

安
石

が

編
集
し

た
『

唐
百

家
詩
選
』

に

は

柳
宗
元
の

作
品

が

所
収
さ
れ
て

お

ら

ず
、

劉
辰

翁
が

校
訂
し

た

書
に

つ

い

て

は

残
っ

て

い

な
い

。

か

く
し

て
、

選
集
か

ら
の

引
用
で

も
な

い

よ

う
で

あ
る

。

　

で

は
、

禅
僧
は
い

ず
れ
か

ら

引
用

し

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

『

劉
辰

翁
批
点

柳
宗
元

詩

集
』

の

存
在
を
示

唆

す
る
の

が
、

次
に

挙
げ
る

『

柳
文
抄
』

巻
二
一

「

楊
評
事
文
集
後
序
」

の

抄
で

あ

る
。

　
　

　
　コ
ト
ハ
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ニ

劉
須
渓
ハ

不
レ

批
二

退

之

詩
山

谷
詩一

、

語
ヲ

ツ

キ
ニ

シ

テ

也
。

詩
文

古
今
不

兼
意
也

。

柳
詩

杜
詩
放

翁
東
坡
詩

皆
批
ス

。

韓

退

之

ヲ
ハ

詩
話

評
之

、

大

家
十
三

ノ

詩

人
ノ

中
ヘ

モ

不

入

ナ

リ
。

退

之
ハ

文

無
双
ナ
ル

故
二

詩
ヲ
ハ

エ

ツ

イ

ラ

ヌ
。

ソ

レ

モ

詩

力
一

向
ワ

ル

イ
テ
ハ

ナ

イ

故
、

詩

ヲ

ロ

ニ

編
シ

タ
ハ

人

ニ

ヨ

マ

サ
ウ
ト

テ

也
。

柳
子

厚
ナ

レ

ハ

ト

テ

文

ヲ

ト
ル

テ
ハ

ナ

イ
。

詩
モ

ヨ

イ

ホ

ト
ニ

ヲ

ク
ニ

編
ム

也
。
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劉
辰

翁
の

批
語

に

つ

い

て
、

韓
愈
と

黄
庭
堅
に

は

批
語
を
施
さ
な

か
っ

た
が
、

柳

宗
元

と

杜
甫

と

陸
游

と

蘇
軾
の

詩
に

は

全

て

批
語

を
施
し

て

い

る

と

指
摘
し

て

い

る
。

ま

た

中

国
に

お

い

て

韓
愈
の

詩
は

無
双

で

あ

る

文
に

較
べ

る
べ

く

も
な
い

が
、

柳
宗
元
の

詩
は

高
く
評
価
し

て

い

る
こ

と

か

ら
、

前

掲
の

劉
辰

翁
評
の

存
在
の

影

響
を
見
て

取

る
こ

と

が

で

き
る
。

　
『

柳
文

抄
』

巻
四

十
三

「

韋
道
安
」

で

は

次
の

よ

う
に

抄
し

て

い

る
。

子

厚

所

作
之
傳
失
之

。

劉
須
渓
深

嘆
之

云
々

。

子

厚

の

作
す
所

の

傳
之

を

失
す

。

云
々

。

劉
須
渓
は

深

く

之

を

嘆
ず

本
詩
は

韋
道
安
の

死

を
悼
ん

で

詠
ん

だ
詩

で

あ
る
が
、

柳
宗
元

は

彼
の

伝
記

も
製
し

た

と
い

う
。

巻
十
七

に
「

曹
文

洽
・

韋
道

安

伝
」

と

題
目
の

み

残

す
の

が

そ

れ

で

あ
る

。

そ
の

こ

と

に

対

し

て
、

劉

辰

翁
は

前
表
24
「

以

子

厚

伝
、

此
必

有
奇
語

。

惜
哉

、

不
見
其
賛

。

」

（

子
厚
の

伝
を

以

て

す
れ
ば
、

此
れ

必

ず
奇
語

有
ら

ん
。

惜
し

き

か

な
、

其
の

賛
を

見
ざ
る

を
。

）

と
批
し

、

も
し

伝
が

残
っ

て

い

れ

ば
、

巧
み

で

面

白
い

語
句
が

見
ら
れ

た

だ

ろ
う
と

嘆
い

て

い

る
。

　

『

柳
文

抄
』

巻
四

十
三

「

聞
黄
鵬
」

で

も
次
の

よ

う

に

抄
し

て

い

る
。

西
林
紫
椹
行
當
熟

、

須
渓
云
、

西

林
必

其
故
園

。

西
林
紫
椹
行

當

熟
、

な
り

、

と
。

須
渓
云

ふ
、

「

西

林」

は

必

ず

其
の

故
園

前
表
38
に

見
え

る

よ

う
に、

劉
辰

翁
は

、

「

西
の

林
の

紫
椹
は

行
く

ゆ

く

當
に

熟
す
べ

し
」

の

「

西

林
」

が
、

き
っ

と

故

郷
の

園
の

こ

と
だ
ろ

う
と
批
し

て

い

る
。

柳
宗
元

は

永
州
で

囚
わ
れ
の

身

な

が

ら
、

こ

の

詩
で

故
郷
の

景
色

と

永
州
の

景
色
を

重
ね

合
わ

せ

て

詠

じ

て

い

る

こ

と

に

対

す
る

指
摘
で

あ

る
。

　
「

韋
道
安
」

「

聞
黄
鵬
」

詩
の

批
語
は

ど
ち
ら

も

『

唐
詩
品

彙
』

に

は

見
ら

れ
な
い

。

こ

れ

は
、

室

町

時

代
初

期
に

『

柳
文

抄
』

抄

者
が

柳
詩
を
解
釈
す
る

に

あ

た
っ

て
、

劉
辰

翁
の

批
語
を

参

照

す

る

際
、

そ
の

批
語
が

『

劉

辰

翁
批
点

柳
宗
元

詩

集
』

に

収

め

ら

れ

て

い

た

可
能
性
を

示

唆
し

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

　
ま
た
、

禅
僧
は

『

三

体
詩
』

を
愛

玩
し

、

多
く
の

抄
物
を

残

し

て

い

る
。

『

三

体
詩
』

に

は

柳
宗
元
の

「

柳
州
二

月
」

詩
が

収
め

ら

れ
て

お

り
、

国
会
図

書
館
所

蔵
『

絶
句

鈔
』

に

は
、

次
の

よ

う

な

抄
文
が

認
め

ら

れ

る
。

蘭
云
、

宦

情
云

々
、

可
堪
也
。

本

集
須
渓

批
云

、

其
情
其
景

、

自

不

蘭
云
ふ
、

宦
情
云

々
、

本
集
に

須
渓
批
し

て

云

ふ
、

情

其
の

景
、

自
ら

堪
ふ
べ

か

ら
ざ
る

な
り

、

と
。

其

の
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『

絶
句

鈔
』

に

お
い

て

「

本

集
」

と

あ
る

場

合、

作
品
の

作
者
の

別
集
を

指
す
こ

と

か

ら
、

こ

こ

で

も

柳
宗
元
の

別
集
を
指
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

『

劉
辰

翁
評
点
柳
宗
元

詩

集
』

が

存
在
し

た

可

能
性
は
高
い

と

言
え

よ

う
。

　

中
世

禅
林
に

お
い

て
、

禅

僧
が

主

と

し

て

利
用
し

て

い

た

柳
宗

元

集
の

注

釈
書
は
、

『

五

山

版
五

百

家
註

本
』

・
『

増
広

註
釈

音
弁

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
バ
リ

ね

唐
柳

先
生

集
』

・
『

柳
文

音

義
』

の

三

書
で

あ

る
。

が
、

以
上
の

考

察
か

ら
、

三

書
の

ほ

か

に

『

劉
辰
翁
評
点
柳

宗
元

詩
集
』

も

新
た

な
一

書
と

し

て

加
え

て

良
い

可

能
性
が

高
い

と

言
え

る
の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

そ
の

完
本
を

見
る

こ

と

は
で

き
な
い

が
、

巻
四

十
二
・

四

十
三

に

対
し

て
、

禅
僧
が

書
き
入

れ

た

四

十
四

箇
所
に

も

及
ぶ

批

語
は

、

柳
詩

批
語

の

ほ

ん

の
一

部
で

し

か

な
い

に
し

て

も
、

現

在
の

と
こ

ろ
、

い

ま

だ

日
の

目

を

見

る
こ

と

が

な
か

っ

た

新
た

な

一

書
か

ら
の

引
用
で

あ

る

と
い

え

よ

う
。

特
に
、

少

な
く

と

も
『

唐

詩

品
彙
』

『

柳
河
東

集
』

に

収
め

ら
れ

て

い

な
い

批

語

は
、

現
在
の

柳
宗

元

研
究
に

と
っ

て

新
出

の

資
料
で

あ

り
、

そ
の

資

料
的
価
値

は

高
い

と

い

え

よ

う
。

　

　
　
四

　
劉
辰
翁
の

批
語
に
つ

い

て

　

近

年
、

劉
辰

翁
の

批
語
の

特
徴
に

つ

い

て
、

そ
の

研

究
が

報
告

　

　
　
　
ロ　

さ

れ

て

い

る
。

奥
野

氏

は
、

作
者
と

同

化

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
の

「

情
」

（

作
品

中
の

詩
句

や

文

字
の

背
景

に

あ

る

作
者
自
身
の

様
々

な

思
い

、

或
い

は

作
中

人
物
の

そ

れ

を

指
す
）

を

深

く

読
み

と

る

点
に

あ
り

、

そ

れ

が

「

不

必

可

解」

等
の

批
語
に

表
れ

る

と

　

ヘ
ロ　

さ

れ

る
。

ま

た
、

加

藤
国
安
氏

は
、

「

杜
詩
評

点
の

特
色
だ
が

、

従

来
の

よ

う
な

考

証

や

典
拠
の

発

掘
よ

り

も
、

そ
の

芸
術
性
・

風
格
・

含
蓄
な

ど

に

注

目

し
、

例

え

ば
、

「

奇
」

「

老
」

「

気

象
」

「

典
」

な

ど
の

詩

語
の

解
釈
に

意
を

払
う

な

ど

し

て
、

杜
詩
を
詩
と

し

て

鑑

賞
し

よ

う
と

す
る

姿

勢
を

と

る
。

さ

ら

に
、

比

較
研
究
の

方

法
論

を

用
い

て
、

杜
詩
中
の

詩
句
同

士

の

比

較
や
、

後
世
へ

の

影

響
な

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ハ
ロソ

ど

を

論
ず
る

な

ど
、

独

創
性

に

富

む
。

」

と

さ

れ

る
。

焦

印
亭
氏

も

　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
バ　

同
様
の

見
解
を

述
べ

ら
れ

る
。

　

で

は
、

柳
宗
元

詩
に

お

け
る

劉
辰
翁
の

批
語
に

は
ど
の

よ

う
な

特
徴
が

あ

る
の

で

あ
ろ

う
か

。

前

掲
の
一

覧
表
よ

り
、

実
際
に

代

表
的
な
詩
を

取

り

上

げ
、

そ
の

批
語

を

確
か

め

て

み

る
。

（

1
）

「

自

衡
陽
移
桂
植
零
陵
」

（

巻
四

十
三
）

に

つ

い

て

謫
官
去

南
裔
、

清
湘
繞
霊

岳
。

晨
登

蒹
葭
岸

、

霜
景
霽

紛
濁

。

離
披
得
幽

桂
、

芳
本
欣
盈

握
。

火
耕
困
煙
燼

、

薪
採
久
摧
剥

。

道
旁
且

不
願、

岑
嶺
況

悠
遨

。

傾
筐
壅
故
壌

、

棲
息

期
鸞
鶩

。

路
遠
清
涼
宮
、

一

雨
悟
無
学

。

南
人

始
珍
重

、

微

我
誰
先
覚

。

芳
意
不
可
傳、

丹
心

徒
自
渥

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

め
ぐ

　
　

　
　

あ
し

た

官
を

謫
せ

ら

れ
て

南
裔
に

去

り
、

清
湘

霊

岳

を

繞

る
。

晨

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
は

に

登

る

蒹
葭
の

岸
、

霜
景

紛
濁

を

霽
ら
す

。

離
披
と

し

て

　
　

　
　
　
　

　
　
　

み

幽
桂
を

得
、

芳

本

握
に

盈
つ

る
こ

と

を

欣
ぶ

。

火

耕

煙
燼

に

困

し

み
、

薪
採

久

し

く
摧

剥
す

。

道
旁

且
つ

願
は

ず
、

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ふ

さ

岑
嶺

況
ん

や
悠
邀
な
る

を
や

。

傾
筐

故
壌
を
壅
ぎ
、

棲
息
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ら
ん
さ

く

鸞
鴦
を

期
す

。

°

路
は

遠
し

清
涼
の

宮
、

一

た
び

雨
ふ

れ
ば

無

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
な

学
を

悟
る

。

南
人

始
め

て

珍
重
せ
ん

、

我

微
か

り

せ

ば

誰
か

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

い

た
つ

　
　

　

　
　
　
　

あ

つ

先

ず

覚
ら
ん

。

芳
意

傳
ふ
べ

か

ら

ず
、

丹
心

徒

ら
に

自
ら

渥

し
。

柳
宗

元
が

左

遷
さ

れ
た

南
方
の

僻
地
を

詠

じ

て

い

る
。

大
略
の

意

を
述
べ

る

と
、

明

け
方
に

蒹
葭
の

岸
に

登

る

と
、

霜
が

晴
れ

、

茂

　

　
　
　

　
　
　
も
く

せ

い

っ

た

草
木
の

中
に

桂

を

見
つ

け

た
。

手

に

握
れ

る

ほ

ど
の

桂
を

喜
び
、

誰
に

も
顧

み
ら
れ
な
い

の

を

惜
し

ん

で
、

も
っ

こ

に

入

れ

て

自
分
の

住
む
寺
の

精
舎
に

持

ち

帰
り
、

い

つ

か

鳳

凰

が

住
処
と

す
る
こ

と
を

期
待
し

て

い

る
。

精

舎
ま
で

の

道
の

り

は

遠
い

が
、

一

雨

降
れ

ば
成
長

す
る

で

あ
ろ

う
か

ら

何
も

学
ば

な
く

て

も

良
い

。

こ

の

木
の

す
ば

ら
し

さ
に

南
人

も

気

付
く
で

あ

ろ

う
し
、

自
分
も

思
い

が
一

層
強
ま
っ

て

い

く
、

と

締

め

く

く
っ

て

い

る
。

劉
辰

翁

は
、

「
一

た

び

雨
ふ

れ

ば
無

学
を

悟
る
」

に

対
し

て

次
の

よ

う
に

批

す

る
。

此
語
幾
不

可

解、

而

覧
者
或
自
得

也
。

（

「

覧
表
30
参
照
）

な
り

。

此
語

　 　 い

幾濠
　 　く

か

解
す
べ

か

ら
ず

み覧
る

者
は

或
ひ

は

自
得
す
る

こ

の

語
は

殆

ど

解
釈
し

な
い

方

が

良
く
、

読
む

者
は

自
ら

分
か

る

で

あ
ろ

う、

と

す
る

。

詩
を

熟
知

し

た

劉

辰

翁
が

、

読

者
に

対
し

て

詩
と
し

て

味

わ

う
た

め

の

読
み

方
を

提

言

し

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

こ

の

「

不

可

解
」

代
表
的
評
語
で

あ

る
。

は
、

劉
辰

翁
の

批
語
の

特

徴
と

も

言
え

る

（

2
）

「

南
硼

中
題
」

（

巻
四

十
三
）

に
つ

い

て

秋
気
集
南
躙
、

独
遊
亭
午
時
。

迴
風
一

蕭
瑟
、

林

影
久

参

差
。

始

至

若
有
得

、

稍
深
遂

忘
疲
。

羈
禽
響
幽
谷

、

寒

藻
舞

淪
潴

。

去

国

魂
已

游
、

懐
人

涙
空

垂
。

孤
生

易
為
感

、

失
路
少

所

宜
。

索
寞
竟
何
事

、

徘
徊
只

自
知

。

誰
為

後
来
者、

當

與
此
心
期

。

秋
気

南

硼
に

集
ま

る
、

独

り

遊
ぶ

亭
午
の

時
。

迴

風

　 

に

せ

う
し
つ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

し

ん

　ヨ

蕭
瑟

、

林

影

久
し

く

参

差
。

始
め
至

り

て

得
る

こ

と

有
る
が

　

　
　
や

若
し

、

稍
や

深

く
し

て

遂
に

疲
れ

を

忘
る

。

羈

禽

幽

谷
に

響

　

　
　
　
り
ん

　
い

き
、

寒
藻

淪
潴
に

舞
ふ

。

国
を
去

り

て

魂
已

に

游
び

、

人
を

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ひ
と

懐
ひ

て

涙
空

し

く
垂

る
。

孤

り

生

は

感
を

為
し

易
く

、

路
を

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
つ

ひ

失
ひ

て

宜

し

き

所

少
な

し
。

索
寞

竟
に

何
を

か

事
と
せ

ん
、

徘
徊

只

だ

自
ら

知

る
。

誰
か

後
来
の

者
と

為
ら

ん
、

當
に

此

の

心

と

期

す
べ

し
。

秋
の

気
が

南
の

谷
川
に

集
ま

り
、

真
昼

に
一

人
で

散
策

す
る

。

の

出

だ
し

に

劉
辰

翁
は

次
の

よ

う
に

批
す
る

。

子

厚

毎
詩
起
語

、

如

清
吏
清
峭
苛
整

。

（
一

覧
表
16
参
照
）

こ

子

厚
の

毎
詩
の

起
語

は
、

清
吏
の

清
峭
苛
整

な
る

が

如

し
。
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柳
宗

元
の

毎

詩
の

出
だ

し

の

語
は

、

ま
る

で

清
廉
な
役
人
が

清
く

抜
き
ん

出
て

厳
正

で

あ
る

か

の

よ

う
で

あ

る
、

と

す
る

。

劉
辰

翁

が

柳
詩
を

読

み
、

そ
の

特

徴
に

つ

い

て

独
特
の

表

現

を

用
い

て

評

し

て

い

る
。

　

柳
宗
元
は

続
け
て
、

谷
川
の

つ

む

じ

風
が

物

寂
し

く
、

林
の

中

の

影
が

入

り

乱

れ

て

い

る
。

始

め

来
た
時
は

何
か

得
た

よ

う
で

あ

っ

た

が
、

暫
く

奥
深

く
入

る

と

疲
れ

を
忘
れ

て

し

ま
っ

た
、

と

詠

じ

る
。

こ

の

「

始

め

至

り

て

得
る
こ

と

有
る

が

若
し

、

稍
や
深

く

し

て

遂
に

疲
れ

を

忘
る
」

に

つ

い

て
、

劉
辰
翁
は

次
の

よ

う

に

批

す
る

。

精
神
在
此

十
字

、

遂

覚
一

篇
蒼
然

。

（
一

覧
表
17
参
照
）

精
神
は

此
の

十
字
に

在
り

、

遂
に
一

篇
の

蒼
然
た

る
を

覚
ゆ

。

精

気
は

こ

の

十
字
に

こ

め

ら

れ

て

お

り
、

そ
の

た

め

詩

篇
全

体
が

物
寂
し

い

感
じ

を

覚
え

る
、

と

あ

る
。

作
品

全

体
の

中
で
、

ど

こ

が

着
眼

す
べ

き

箇
所
を

明

示

し
、

そ

の

効
果
を

述
べ

て

い

る
。

　

詩
で

は

続
け
て

、

寂
し

い

自

然
を

詠
じ
、

都
を
離
れ

、

孤
独
な

自
分
と

こ

れ

か

ら
の

不
安
を
吐

露
し

、

最

後
に
、

自
分
の

後
に

や

っ

て

来
る

人

も
、

私
の

こ

の

思

い

に

出
会

う
だ

ろ

う
、

と

締
め

く

く
る
。

こ

の

収

束
の

し

方
に

対

し

て
、

劉
辰

翁
は

次
の

よ

う
に

批

す
る
。

結
得
平

淡
、

味

乃

不

可

言
。

（

一

覧
表
18
参
照
）

結
び

て

平
淡
を
得、

味
は

ひ

は

乃
ち

言
ふ
べ

か

ら

ず
。

詩
を

結
ぶ

に

当

た
っ

て

は

あ
っ

さ

り

と

し
、

そ

の

味
わ
い

は

言
い

表
す
こ

と

が

で

き

な
い

、

と
あ
る

。

作
品
の

末
句
の

特
徴
を
端
的

に

言
い

表
し

て

い

る
。

劉
辰

翁
の

批
語

は
、

柳
宗
元

詩

の

特

徴
、

作
品

中
の

詩

句

の

特
徴
・

効
果
な
ど
を

評
し

、

内

容
に

富
ん

で
い

た
こ

と

が

窺
え

る
。

（

3
）

「

雨

後
曉
行
獨
至

北
池
」

（

巻
四

十
三
）

に
つ

い

て

宿
雲

散
洲

渚
、

暁
日

明
村
塢

。

高
樹

臨

清
池
、

風

驚
夜
来
雨

。

予
心

適
無
事

、

偶
此
成
賓
主

。

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

そ
ん

お

宿
雲

洲
渚
を

散
じ
、

暁
日

村
塢
に

明
ら
か

な

り
。

高
樹

清

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
か

な

池
に

臨
み

、

風
は

夜
来
の

雨

を

驚
か

す
。

予
の

心

事
無

き
を

適

　
　

　
　
　
あ

へ

り
、

此
に

偶
ひ

て

賓
主

と

成
る

。

こ

の

詩
は
、

柳
宗
元
が

雨
の

後
の

明

け

方
に
、

一

人
で

愚

渓
の

北

池

に

行
き

、

そ
こ

で

得
た

感
懐
を

詠
じ

て

い

る
。

明

け
方
の

清
ら

か

な

情
景
を

詠
み

込

み
、

自
身
の

心

が

無
の

境
地

に
い

た

り
、

自

然
と
一

体
に

な
り

得
た

こ

と

を

喜
ん

で

い

る
。

こ

れ

に

対
し

て
、

劉
辰
翁
は

次
の

よ

う

に

批

す
る

。
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諸
詩

皆
極
幽

怨
、

而

読
之

蕭
然
如
世

外

人
。

得
、

皆
不

能
及

也
。

（

一

覧
表
26
参
照
）

同

時

如
退

之

夢

諸
詩
は

皆
な
幽

怨
を

極
む

も
、

而

る

に

之

を
読
め

ば

蕭
然
と

し

て

世

外

の

人

の

如

し
。

時

を
同
じ

く

し

て

退
之
・

夢
得
の

如
き
も
、

皆
な

及
ぶ

こ

と

能
は

ざ

る

な
り

。

柳
宗
元
の

多
く
の

詩

は

皆
奥
深
い

恨
み

を

極
め

て

い

る
が
、

こ

の

詩
を

読
む

と

す
っ

き

り

と

し

て

俗
世
を
超
越
し

た

人
の

よ

う

で

あ

る
。

同

時
期
の

韓
愈
や

劉
禹
錫
も
及
び

も
つ

か

な
い
、

と

称
す
る

。

こ

こ

で

は

劉
辰

翁
の

読

後
の

感

懐
と
、

他
の

詩

人
と
の

比

較
が

述

べ

ら

れ
て

い

る
。

（

4
）

「

楊
白
花
」

（

巻
四

十
三
）

に

つ

い

て

楊
白
花

、

風

吹

度
江
水

。

坐
令
宮
樹
無
顔
色
、

揺
蕩…

春
光

千

萬
里

。

茫
茫
暁
日

下

長
秋
、

哀
歌

未

断

城
鵐
起

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
そ
そ

楊

白
花

、

風

吹
き

て

江

水
を
渡
る

。

坐

う

に

宮
樹

を

し

て

顔

　
　
　

　
　
　

　
　
え

つ

た

う

色
を

無
か

ら
し

め
、

揺
蕩
た

る

春

光

千
萬
里

。

茫
茫
た

る

暁

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
じ
や

う

あ

目

長
秋

を

下
り
、

哀
歌

未

だ

断

ぜ
ず

城

鵐
起
つ

。

柳
の

白
い

花
は
、

風

に

吹
か

れ

て

川

を

渡
る

。

宮
殿
の

木
々

を

顔

色
な

か

ら
し

め
、

揺
れ

動
く

春
の

目

差
し

が

遍
く

照

ら

す
。

ぼ

ん

や
り

と

し

た

朝

日

が

長

秋
宮
を

照

ら

し
、

哀

し
い

歌
声
が

続
く

中
、

城
に

住
む

鴉
の

群
れ
が

飛
び

立
つ
、

と

あ

る
。

「

楊
白
花
」

は
、

北

魏
の

胡

太

后
が

梁
に

亡

命
し

た

魏
の

武

将
・

楊

白
花

を
追
慕
し

て

詠
じ

た

「

楊
白
花
歌
辞
」

に

基
づ

く

楽

府
題
で

あ

る
。

『

梁

書
』

巻

三

十
九

「

楊
華
伝
」

に

拠
れ

ば
、

胡
太
后

は

宮

人

に

腕
を

組

み

足

を

踏
み

な
ら

し

て

そ

の

歌

を

歌

わ

せ

た
、

と

あ

る
。

そ
の

背
景
を

考
慮
し

、

劉
辰

翁
は

次
の

よ

う
に

批
す

る
。

語
調
適
與
事

情
倶
美

。

其

餘
音
杳

杏
、

真
可

以

泣
鬼
神

者
。

惜
不

令
連
臂
者
歌
之

。

（
一

覧
表
39
参
照
）

語

調

適
ひ

て

事
情
と

倶

に

美
し

。

其
の

餘
音
は

杏
杳
と

し

て
、

真
に

以
て

鬼
神

を

泣
か

す
べ

き

者
な

り
。

惜
し

む

ら

く

は

臂

を

連
ぬ

る

者
を
し

て

之

を

歌
は
し

め

ざ
る

を
。

語

調
が

適
い
、

事
の

情
景
と

共

に

美
し

い
。

そ
の

余

韻
が

は

る

か

に

続
き

、

深

く

人
を

感
動
さ
せ

る

も
の

だ

と

い

う
。

宋

元
の

変

貌

を

経
験
し

た

自
身

の

境
遇
と

重
ね
合
わ

せ

て

い

る
の

で

あ

ろ

う

か
。

そ

し

て
、

惜
し

ま

れ

る

の

は

腕
を

組
む

者

に

こ

の

歌
を

歌

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

な
い

こ

と

だ
、

と

胡
太

后
の

故
事
を
踏
ま

え

た

感

懐

を

述
べ

て

い

る
。

（

5
）

「

柳
州

二

月

榕
葉
落
盡
偶
題
」

（

巻
四

十
二
）

に

つ

い

て

宦

情
羈
思
共

悽
悽、

春
半
如
秋
意

轉
迷

。
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山

城
過

雨
百

花
盡
、

榕
葉
満
庭
鶯
乱
啼

。

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
つ

た

宦
情

羈
思

共

に

悽
悽

、

春
半
ば

に

し

て

秋
の

如
く

意
轉
た

迷
ふ

。

山
城

雨
は

過
ぎ
て

百
花
盡

き、

榕

葉

庭
に

満

ち
て

鶯
乱
れ

啼
く

。

柳
州
に

お

い

て

二

月

に

榕

葉
が

落
ち
尽

く

し

た
の

を

見
て

詠
ん

で

い

る
。

左

遷
さ

れ

た

た

め

に

起
こ

る

役

人
と

し

て

の

思
い

や
僻

地

に

お
い

て

起
こ

る

思
い

は

共

に

痛
ま

し

く
、

春
は

半
ば
で

あ
る
の

に

秋
の

よ

う
に

そ

の

意
中

は

定

ま

ら

な

い
。

山

城
に

雨
が

過

ぎ
て

全

て

の

花
が

落
ち

、

落

ち

た

榕
葉
が

庭

に

満
ち
、

鶯
が

盛
ん

に

啼

い

て

い

る
。

こ

の

詩
に

対

し

て

劉

辰

翁
は

次
の

よ

う
に

批
す
る

。

其

情
其
景
、

自

不

可

堪
。

（
一

覧
表
13
参
照
）

其
の

情

其
の

景
、

自
ら

堪
ふ
べ

か

ら

ず
。

詩
の

作
者
の

心

情
と

状

景

は
、

自
然
と

思
い

を

こ

ら

え

る
こ

と
が

で

き
な

く

な
る
、

と

言
う

。

目
の

前
で

宋
が

滅
亡

し
、

元

に

仕
え

な
か

っ

た

劉
辰
翁
は
、

柳
詩

に

自
分
の

境
遇
を

重

ね

合
わ
せ

た
の

だ

ろ

う
。

そ
の

感
懐
を

述
べ

て

い

る
。

　
以

上

の

よ

う
に
、

書
き
入

れ

批

語

に

は

劉
辰

翁
の

柳
詩

観
が

多

分
に

表
れ

て

い

る
こ

と

が

分
か

る
。

詩

を

詩
と

し

て

味
わ

う
こ

と

に

よ
っ

て

得
ら

れ

た

感
懐
を

挙
げ
る
こ

と

も
あ

れ

ば
、

博
学
ゆ
え

に

他
の

詩
人
と

比

較
を
し

た
り

、

詠
詩
者
の

立

場

か

ら

詩
・

詩
句
・

詩
語
の

あ

り

方

と

そ
の

味
わ

い

方
・

読
み

方
を

提
示

し

た

り
、

時

事
に

お

け
る

劉

辰

翁
自
身
の

感
懐
を

述
べ

た
り
し

て

い

る
。

　
中

国
に

お
い

て

は
、

宋

代
よ

り

評

点

活

動
が

注
目

さ
れ

、

元

代

に

な

る

と

文
人

間
に

深

く
浸
透

す
る

に

至
っ

た
。

詩
語
の

解
釈

や

詩
句
の

典
拠
を
列

挙
す

る

注
釈

に

較
べ

、

評
点
に

は

彼
地
の

評
点

者
の

詩

に

対
す
る

接
し

方
や

考
え

方

が

現
れ
て

い

る

た
め
、

読
者

は

作
品

を
読
解
す

る

に

あ
た
っ

て

評
点
者
の

感

覚
に

近
づ

く
こ

と

が

で

き

る
。

書
き

入

れ
批
語

に

つ

い

て

も
、

劉
辰

翁
の

柳
宗
元

詩

に

対
す
る

接
し

方

や
考
え
方
が

述
べ

ら

れ
て

い

る

た
め
、

彼
地
に

憧
憬
を

抱
い

た

禅
僧
が

、

少

し

で

も

そ
の

感

覚
を

味
わ

お
う
と

し

て

書
き

留
め

た

も
の

だ

と

解
す
る
こ

と
が

で

き
よ

う
。

　

　

　
五

　
日

本
中
世
禅
林
に

お
け

る

劉

辰

翁
批
語
に
つ

い

て

　

禅
林

に

お

い

て
、

劉
辰

翁
の

柳
詩

批

語

は

な

ぜ

重
視
さ
れ

る

に

至

っ

た
の

で

あ
ろ

う

か
。

こ

の

疑

問

を

解
決
す
る

鍵
は

、

劉
辰
翁

の

批

語
を

重

視
す
る

風

潮
が

柳
詩

以
外
の

外
集
に

も
見

ら

れ
る

点

に

存

在
し

よ

う
。

日

本
禅

林
に

お

い

て

尊
重
・

愛
玩

さ
れ

た

中

国

の

文

人
に

杜

甫

と

蘇
軾
が

い

る
。

杜
甫
に

つ

い

て

は

『

集
千

家
註

批

点

杜
工

部

詩

集
』

（

以

下

『

批
点

杜
詩

本
』

と

略
称
）

、

蘇
軾
に

つ

い

て

は
『

増
刊
校
正

王

状
元

集
註

分
類
東

坡

先

生
詩
』

（

以

下
『

分

類

蘇

詩
本
』

と

略
称
）

が

最
も
流
布

、

浸
透
し

た
。

二

書
と

も

に

劉
辰

翁
が

批
語

を
施
し

て

お

り
、

禅
僧
は
そ
の

批
語
を

愛
玩
し

た
。

つ

ま

り
、

日

本
禅
林
で

は

外
集
文
学
を

学
ぶ

上

で
、

劉
辰

翁
の

批

語

が

最
も

尊

重
さ

れ

た
と

言
っ

て

も

過

言
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

368

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　卜hddle 　Ages

　
で

は
、

劉
辰

翁
の

批
語
が

尊
ば

れ
た

の

は

な
ぜ

で

あ

ろ

う
か

。

そ
の

重
視
の

背
景
に

は
、

当
時

期
の

大
陸
か

ら
の

影

響
が

考
え
ら

れ
よ

う
。

室
町

時
代

中
期
頃

、

『

批
点
杜
詩
本
』

を
テ

キ
ス

ト

に

し

て
、

江
西

龍
派
（

三

蓋
〜

西
四
六
）

が

講
抄
し

た

も
の

を

記
し

た

『

杜

詩
続

翠
抄
』

（

以

下

『

続

翠
抄
』

と

略
称
す
る
）

が

製
さ

れ

た
。

ま

た
、

室
町

時

代
後
期

頃
に

は
、

『

分
類
蘇
詩
本
』

を
テ

キ
ス

ト

に

し

て
、

歴
代
の

禅
僧
の

蘇
詩

解
釈
を

編
集
し

た

『

東
坡

詩
抄
』

（

両
足

院
蔵
）

が

製
さ

れ
た

。

両
書
に

は
、

『

詩
法
源

流
』

「

詩

法
正

論
」

に

見
ら
れ
る

次
の

文

章
を

引

用
す
る

。

曼
石

掲
公

語
人

日
、

近

年
詩
流

、

善
評
者
無
如
劉
會
孟

。

曼
石

の

掲
公

人

に

語

り

て

曰

く
、

近

年
の

詩

流、

る

者
は

劉
會
孟
に

如
く

は

無
し

、

と
。

善
く
評
す

掲
溪
斯
（

≡

茜
⊥
三
四

四
）

は

「

儒
林
四

傑」

の
一

人
と

し

て
、

中
央

に

お

い

て

そ
の

博
識
と

文

才

を

高
く

評
価
さ
れ

た

人

物
で

あ
る

。

そ
の

掲

僕
斯
が

劉
辰

翁
の

批
語
を
最
も

高
く
評

価
し

て

い

る
。

ま

た

「

呉
清

寧
文

集
序
」

（

『

掲
文

安
公

全

集
』
）

で

も
次
の

よ

う
に

言
う

Q

須
渓、

衰
世

之
作
也

。

然
其
評
詩

、

数
百

年
之
間
一

人

而

已
。

独
非
子

之

師
乎
。

須
渓

、

衰
世
の

作
な

り
。

然
れ
ど
も

其
の

詩

を

評

す
る

や
、

数

百
年
の

間

に
一

人
あ

る
の

み
。

や
。

独

り

子
の

師
に

非

ざ

ら

ん

多
く
の

詩
に

批

語

を

施
し

た

劉
辰

翁
に

対
し
、

数
百

年
に
一

人
の

人
材
で

あ

る
と

評
価
し

て

い

る
。

　
こ

の

掲

僕

斯
は
、

日

本
禅
林
と

関
係
が

深
い
。

元

応
二

年
（

＝

三

〇
）

、

天

岸
慧
広
・

寂
室

元
光
・

別
源
圓
旨
・

鈍

庵
□

俊
・

物
外

可

什
等
が

入

元

し
、

杭
州
天

目

山
の

中
峰
明

本

に

参

じ

た

後
、

袁
州

の

仰
山
に

赴
く

途

中
、

掲

僕
斯
の

も
と

を

訪
ね

て

い

る
。

そ

こ

で

掲
僕
斯

は
、

天

岸
の

師

祖
・

無
學

祖
元
の

塔
銘
を

撰
文
し

て

い

る
。

そ
の

期
間
に

つ

い

て

は

分
か

ら

な
い

が
、

入

元
し

た

禅
僧
が

親
し

く
直
接
に

掲
僕

斯

に

教
示

を

乞
い

、

そ
の

学
風

を

仰
ぐ
こ

と

が

あ

っ

た

と

思
わ

れ

る
。

杜
詩
や

蘇
詩
を
学
ぶ

に

当
た

り
、

劉
辰

翁
の

批
語

を

尊
重
す
る

姿
勢
が

伝
え

ら

れ

た
可

能

性

は

大
い

に

存
す
る

。

　
ま

た
、

劉
辰

翁
と

日

本

禅
林
と

の

関

係
が

深
い

こ

と

は
、

他
の

理

由
も

考
え
ら

れ

る
。

『

四

河
入
海
』

で
→

韓
智
翊

は

劉
辰

翁
に
つ

い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

（

句
読
点
は

筆
者
の

判
断
に

よ

る
。

そ
の

他

は

全
て

原

文

通

り
。

以

下

同
じ

。

）

一

云
、

廬
陵
II

此

坡
詩
ノ

批
点

ヲ

ス

ル

事
ハ

廬

陵
ノ

劉
須

渓
カ
ス

ル

ソ
。

須
渓、

字
ハ

彬
之

ソ
。

訴

咲
隠
ナ
ン

ト

ト

同

時
ソ

。

咲
隠
ノ

弟
子

ノ

季

潭
ナ

ト
ハ

絶
海
ト

同

時
ソ

。

季
潭

ハ

明
朝
人
ソ

。

ザ
ル

ポ

ト
ニ

須
渓
ハ

元
朝
ノ

末
ノ

人
テ

有
ソ

。

須

渓
力

詩
ノ

序
ヲ

ハ

咲
隠
ノ

カ

カ

レ

タ
ソ

。

（

中
略）

此

人
ハ

ヨ

ク

詩

ノ

道
ヲ

知
タ

人
ソ

。

サ
ル

ポ

ト

ニ

杜
詩
・

東
坡

詩
・
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荊
公

詩
二

批
点
ヲ

シ

タ

ソ
。

テ

批
点
セ

ヌ

ト

云

説
ア

リ
。

カ
。

キ

ラ

イ
ハ

セ

マ

イ
ソ

。

サ

テ

山

谷

力
詩
ヲ
ハ

大

事
ナ

ト

又

或
説
ニ

ハ

キ

ラ
ウ
タ

ト
モ

云

こ

れ

に

よ
る

と
、

劉
辰

翁
は

元

朝
末
（

宋
朝

末

の

誤
り

か
）

の

人

物
で

あ
り
、

禅
僧
・

笑
隠
大
訴
（

三
八
四

上
二
四

四）

と

時

を
同
じ

く
し

、

笑
隠
が

詩
文

集
の

序

（

筆
者

未
見
）

を
書
い

た

と

あ
る

。

笑
隠
大

訴
の

も
と

に

は

季

潭
宗
渤
（一
一
三

八
〜

三
九

こ

や

清
遠

懐
渭
（

＝

三
七

〜．

三

髭
）

と

い

っ

た
弟
子
が

お

り
、

そ
こ

に

は

日

本
か

ら

絶
海
中
津
を

始
め

、

多
く
の

禅
僧
が

訪
れ
て

い

る。

　

日

本
禅
林
に

お
い

て
、

住
持
が

入

院
す
る

際
の

山
門
・

諸
山
・

法
眷

・

江
湖
等
の

疏
や
、

葬
式

や
法
会

に

当
た
っ

て

拈
香
・

秉
炬
・

起

骨
等
の

法

語
は

、

四

六

駢

儷
体
の

文
が

用
い

ら

れ
、

そ
の

四

六

文

流
行
に

最
も
功
が
あ
っ

た
の

は

笑
隠
大
訴
の

『

蒲
室

集
』

で

あ

る
。

『

蒲
室

集
』

は

中
巖
円

月

に

よ
っ

て

延

文
三

年
に

講
義
が

始
め

ら

れ

た
が
、

最
も
こ

れ
を

禅
林
に

浸

透
さ
せ

た

の

は
、

笑

隠
の

法

嗣
で

あ

る

季
潭
宗

渤
に

学
ん

だ

絶
海

中
津
で

あ
る

と

言
わ

れ

る
。

笑
隠
の

疏
法
は
、

以

後
の

禅
林
に

支
持
さ

れ
、

五

山
文

学
の

主
流

と

な
っ

た
。

こ

の

よ

う

に
、

劉
辰

翁
の

影
響
を

受

け
た

可

能
性
が

高
い

笑
隠
や

季
潭
の

学
風
が

日

本
禅
林

に

持
ち
込

ま

れ

て

い

る
。

　

『

続
翠
抄
』

（

巻
四
）

の

「

晩
出
左

掖
」

詩
項
に

次
の

よ

う

な

指

摘
が

存
す
る
の

は
、

そ
の
一

証

で

あ
る

。

　

　ノ
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　

ヲ

　
　
　

　
　
　
　

　
　ノ
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　ノ

季

潭
荷゚

擔

批
点一
、

俊
用

章
荷
擔
千
家

。

季
潭
用

章、

共

雖

為
訴

笑

隠
弟
子

、

相
異
也

。

大

年
所
取
深
注

也
。

勝
定

国
師

用

批
語
也

。

季
潭
は

『

批
点
』

を

荷
擔

し
、

俊
用

章
は

『

千

家
』

を

荷
擔

す
。

季
潭
と

用

章
は
、

共

に

訴
笑

隠
の

弟
子

爲
り

と

雖
も

、

相
異

な

る

な
り

。

大
年
の

取
る

所

は

洙

注
な
り

。

勝
定

国
師

は

批
語
を
用
ふ

る

な

り
。

季

潭

宗
渦
と

用
章
廷

俊
は
、

共

に

笑
隠
大

訴
に

従
学
し

、

笑
隠
よ

り

法

を
嗣
い

だ

が
、

季
潭
は

劉
辰

翁
評
点

『

批
点

杜
詩
本
』

を
支

持

し
、

用

章
は

黄

希
・

黄
鶴
補
注

『

集
千

家
註

分
類
杜
工

部
詩
』

を

支
持
し

た
。

そ

し

て
、

「

勝
定
国

師
」

、

つ

ま

り

絶
海

中
津

（

＝
二

三
六

〜

西
〇
四

）

は
、

季
潭
の

影
響
を

受
け
、

『

批
点
本
』

の

批
語

を

重

視
し

た

こ

と

が

書
か

れ
て

い

る
。

劉
辰

翁
の

批
語

を

重
視
す
る

風

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　ハ
めり

潮
は

大
陸
か

ら

も
た

ら

さ

れ
た

こ

と
が

分
か

る
。

　

ま
た
、

絶

海
は

季
潭

よ

り

柳

宗

元
の

詩
に

つ

い

て

も
学
ん

だ

よ

う
で

あ

る
。

『

絶
句
抄
』

（

国

会
図
書

館
蔵
）

の

「

柳
州
二

月
」

に

次
の

よ

う

に

あ

る
。

村

翁
抄
云

、

惟
肖

云
、

絶
海
在

唐
時、

季
潭

以
柳

子

厚
柳
州

二

月
詩

指
示

云
、

為

子

厚
集
中

第
一

也
。

惟

肖
亦

云
、

此

詩

於

唐
人
詩
中、

不
多
見
之

也
。

歎
美
之

也
。

村
翁
抄
に

云

ふ
、

惟
肖
云
ふ

、

絶
海
の

唐
に

在
り

し

時
、

季

潭

柳
子
厚
の

柳
州
二

月

詩
を

以
て

指
示

し

て

云
ふ
、

子

厚
集

中
の

第
一

と

為
す
な

り
、

と
。

惟
肖
亦
た

云

ふ
、

此
の

詩

唐
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人
詩
中
に

於
い

て
、

之
を
み

る
こ

と

多
か

ら
ざ

る

な
り

、

と
。

之

を
歎
美

す

る

な
り

、

と
。

希
世
霊
彦
（

西
〇
三

〜

画
八
八

）

の

抄
に

お

い

て
、

昔
惟
肖
得
巌
（

＝．
六

〇

⊥
四
三
七
）

が

語
っ

た
こ

と
の

中
に

、

絶
海
が

中
国
に
お

い

て

季
潭
か

ら

「

柳
州
二

月
」

詩
が

柳
宀

示

元
の

詩

の

中

で

最
も

す

ぐ
れ
て

い

る

と

教
示

さ

れ
た

こ

と

が

あ

る

と
い

う
。

大

陸
に

お
い

て

柳
宗

元
詩

を

学
び

、

そ
の

時
に

劉
辰

翁
の

批

語
に
つ

い

て

も
言

及
が

あ
っ

た

の

で

は

あ

る
ま
い

か
。

　

次
い

で
、

以
後
の

中
世

禅
林
に

お

い

て
、

劉
辰
翁
の

批
語

は

ど

の

よ

う

に

受
け
入

れ

ら

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

惟
肖
得
巌
は

「

村

菴
藁
叙
」

（
『

東

海
瓊
華
集
』
）

に

次
の

よ

う
に

言
う
。

聴
松

閣
下

、

以

希
世

壬

寅
藁
一

百

首

見
示

、

需
之

評
点

。

今

茲
才

半
歳
餘
耳

。

此
外

必

有
不

登

藁

者
、

何
其
多
哉

。

名
章

俊
語

、

篇
々

皆
然

、

連

珠
畳

壁
、

拙

目

輙
可

定
其
價
乎

。

然

厳
命

弗
得
而
拒

、

頗
加

批
改

。

豈
謂

至

當
。

近

世
劉

會
孟

、

采
少

陵
・

東
坡
・

昌

谷
・

簡

齋
全

集、

或
批
或
点

、

會
孟
豈

出
于

杜
蘇
之
上

耶
。

但
述
管

見
而

巳
。

観
者
毋

誚
焉

。

閏
十

月

初
三

日
、

歇

即
道
人

岩
謹
志

。

聴
松

閣
下

、

希

世
壬

寅
の

藁
一

百

首

を
以

て

示

さ
れ
、

之
に

評
点
を

需
む

。

今
茲

に

才
か

半
歳

餘
な
る
の

み
。

此
の

外
必

ず
登
藁
せ

ざ
る

者
有
れ

ば
、

何

ぞ

其
の

多
き

や
。

名
章
俊
語
、

篇
々

皆
な
然
り

、

連

珠

畳

璧

の

ご

と

け
れ

ば
、

拙
目

も
て

輙

ち

其
の

價
を

定

む
べ

け

ん

や
。

然
れ

ど

も
厳

命

得
て

拒
ま

ず
、

い

さ
さ

頗

か

批
改
を

加

ふ
。

豈
に

至

當
と

謂

は

ん

や
。

近
世

劉
會

孟

は
、

少

陵
・

東
坡

・

昌
谷
・

簡

齋
全

集
を

采
り

て
、

或
い

は

批
し

或
い

は

点

せ

ど

も
、

會
孟

豈
に

杜
蘇
の

上
に

出
で
ん

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
せ

や
。

但
だ

管
見
を

述

ぶ
る
の

み
。

観
る

者

誚
む

る

毋

か

れ
。

閏
十
月

初
三

日
、

歇

即
道
人

岩
謹
ん

で

志

す
。

応
永
二

十
九

年
（

西一
三）

、

惟
肖
は
、

細
川

満
元

よ

り

希
世

霊

彦
の

百

首
の

藁
を

示

さ

れ
、

そ

れ

に

評

点

を

付
け

る

よ

う

に

求
め
ら

れ

て

い

る
。

そ
の

見
事
な
文
章
に

対

し

て
、

拙
な

る

眼

力
の

自

分
で

は

評
価
の

し

よ

う
が

な
い

と

謙
遜

し

な

が

ら

も
、

厳

命
で

あ
る
が

故
に

批
改
を

加
え

た

と

い

う
。

そ

し

て
、

そ

れ

が

果

た

し

て

妥
当

な
批
改
と

言

え

よ

う
か

、

と

遠
慮
し

し

つ

つ
、

劉
辰

翁
が

杜
甫
・

蘇
東
坡
・

李

賀
・

陳
與
義
全

集
の

詩

に

対
し

て
、

評
点
を

付
し

な

が

ら

も
、

自
身
の

詩

才
が

決
し

て

杜
甫
や
蘇

軾
よ

り

長
け

て
い

な

か

っ

た

こ

と

を

挙
げ

、

自
ら

を

弁

護
し

て

い

る
。

こ

こ

で

は
、

禅

林
に

お
い

て

劉
辰
翁
が

批
点
の

名
家
と

し

て

高
く
評

価
さ

れ
、

そ

の

詩
を

見

る

目

が

卓
越
し

て

い

た

こ

と

を

認
め

て

い

る

と

言
え
よ

う
。

ま

た
、

正

宗
龍
統
は

希

世

霊

彦
の

伝
記

「

恵
鑑

明
照
禅
師
道

行
記
」

を

製
す
る
に

際
し

て

上

記
の

叙
文

を

引
用
す
る

が
、

そ
こ

で

は

「

采

少

陵
・

東
坡
・

昌
谷
・

簡
齋
全

集
」

が

「

閲
少
陵
・

東

坡

全

集」

と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

異
同

は
、

禅
林
で

杜
甫
と

蘇
軾

が

尊
崇
さ

れ
、

盛
ん

に

読
ま

れ

た

こ

と

が

影
響
し

て

い

よ

う
。

そ

の

テ

キ

ス

ト

と

な
っ

た

の

が

『

批
点
杜
詩

本
』

と

『

分
類
蘇
詩
本
』

な
の

で

あ
る

。
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『

批
点

杜
詩

本
』

が

流
布
し

た

様

子

に
つ

い

て
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
へ
おレ

『

黙
雲
稿
』

の

中
で

次
の

よ

う

に

言
う

。

天

隠
龍
沢

は

本
朝
禅

林
耆
宿
、

太
年
心

華
太

白

諸
大
老
、

口

義
惟

夥
。

後

学
抄
以

留
之
於

中
笥

、

留
之

於

机

上

者
、

幾

家
哉

。

獨

心

華

臆
断
與
劉
氏

評
点

、

盛

行
于
世

。

本
朝

禅
林
の

耆
宿
、

太

年
・

心

華
・

太

白
の

諸
大

老
、

口

義

惟
れ

夥
し

。

後
学

抄
し

て

以
て

之

を
中

笥
に

留
め
、

之

を
机

上

に

留
む

る

者

幾
家
な

ら
ん

。

獨

り

『

心

華
臆
断
』

と

『

劉

氏

評

点
』

の

み
、

世

に

盛
行
す

。

室

町

時
代

中
期
以

降
に

、

盛
ん

に

杜
詩
の

講

義
が

行
わ
れ
、

多
く

の

注

釈
が

創
出
さ
れ

た

こ

と

を

述
べ

、

そ

の

中
で

『

心

華
臆
断
』

と

『

批
点

杜
詩
本
』

が

盛
ん

に

世
に

流
布
し

て

い

た

こ

と

が

記
さ

れ
て

い

る
。

・

　

『

分
類
蘇
詩

本
』

は
、

禅
林
に
お

い

て

講
義
の

テ

キ
ス

ト

と

し

て

用
い

ら

れ
、

笑
雲
清
三

が

大
岳
周

崇
の

『

翰
苑
遺
芳
』

・

瑞

溪
周

鳳
の

『

脛

説
』

　・

万

里

集
九

の

『

天

下

白
』

・

桃
源
瑞
仙
の

講
釈
を

一

韓
智
翊
の

聞

書
き

し

た

『

蕉
雨

余

滴
』

の

各
抄

物
を

編
集
し

て

製
し

た

『

四

河

入

海
』

の

底

本
と

な
っ

て

い

る
。

『

四

河
入

海
』

で

は
、

作
品

中
の

そ

れ

ぞ

れ
の

詩

句
を

取

り

上

げ
て

各
抄
物
の

注

釈

を

列
挙
す
る

が
、

詩

句
と

同

様

に

劉
辰

翁
の

批
語
も
取
り

上

げ
、

そ

れ
ぞ
れ
の

批
語

に
つ

い

て
、

各
抄

物
の

解
釈
を

収
め

て

い

る
。

蘇
詩
の

受
容
に

お
い

て

も
、

批
語
が

重

視
さ

れ

て

い

た

こ

と

は
一

目
瞭
然
で

あ

る
。

　
批
語
重
視
の

実
態
を
さ

ら

に

詳
し

く
見

る

と
、

江

西

龍
派
は
『

批

点

杜
詩

本
』

の

批

語

に
つ

い

て

四
）

詩
項
に

次
の

よ

う
に

言
う

。

江

西

云
、

凡

千

家
注

雖
好

、

不

可

不

読
批
語
矣

。

、

「

晩
出
左

掖
」

（
『

続

翠
抄
』

巻

批
点
ニ

テ

批
語
ヲ

読

則
好
矣

。

江

西

云
ふ
、

凡
そ

『

千

家
』

は

注
好
き
と

雖
も

、

『

批
点
』

に

て

批

語

を

読
め

ば

則
ち

好

し
。

批

語

を
読
ま

ざ
る
べ

か

ら

ず
、

と
。

江
西

は

『

集
千

家
分
類

杜
工

部
詩
』

の

注
が

良
い

こ

と

も

認
め

て

い

る
が

、

『

批
点
杜
詩

本
』

の

批
語

を
読
め

ば
事
足
れ
り

と

言
わ
ん

ば
か

り

で

あ

り
、

批

語

は

必

ず

読
ま

な
け
れ

ば

な

ら
な
い

と

ま
で

言
い

切
っ

て

い

る
。

『

続
翠
抄
』

で

は
、

批
語

に

中
国

人
が

自
身
の

感
性
か

ら

発
し

た

感

懐
、

詠
詩

に

お

け
る

留
意
事

項、

他
詩
と
の

比

較
・

考
証
が

述
べ

ら

れ
て
い

る
こ

と
を

指
摘
し

、

そ

の

こ

と

を

踏
ま

え

た

上

で

の

江
西
の

抄
が

示

さ
れ
て

い

る

箇
所
が

随
所

に

見

　

へ
ほ　

ら

れ
る

。

江

西

が

認
め

る

批

語

の

特

徴
は
、

先
に

示
し

た

柳
宗

元

詩
に

お

け

る

批
語
の

特
徴
と

同
質
で

あ

る
。

　

総
じ

て
、

『

続
翠
抄
』

巻
四

「

奉
陪

鄭
鮒
馬
韋
曲

二

首
其
一
」

詩

項
で

次
の

よ

う

に

言

う
。

唐
人
真
実

相

傳
ノ

義
理
コ

ソ

面

白
ケ
レ

。

日

本
ハ

何
ト
ス

レ

ト
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モ

ハ

タ

ケ

水

蓮
ナ

屮
。

季
潭
也

。

謂
心

華
等

也
。

太
白

傳
勝
定
、

勝
定
慱

唐
人

は

真
実

相
傳
の

義
理
こ

そ

面
白
け

れ
。

日

本
は

何
と

す

れ

ど

も
は

た

け

水
蓮
な

り
。

心

華
等
を

謂
ふ

な

り
。

太
白

は

勝
定

よ

り

傳
へ

ら
れ
、

勝
定
は

季
潭
よ

り

傳
へ

ら

る

な
り

。

こ

こ

で

は
、

中
国
人

が

実
際
に

行
っ

た

相

伝
の

解
釈
こ

そ
が

面

白

い

と

し
、

日

本
人
が

ど
ん

な
に

注
を
施
し

て

も
畑
で

水

泳
の

術
（

水

蓮
は

水
練
）

を

練
習

す
る

よ

う

に
、

空

理

空

論
に

過

ぎ
な
い

と

す

る
。

つ

ま

る

と

こ

ろ

は
、

絶
海
、

太
白
へ

と

伝
え

ら

れ

た
、

批
語

を

踏
ま

え

た

中
国

人
・

季
潭
の

解
釈
が

面

白
い

の

で

あ
る

。

こ

の

江
西
の

総
括
の

表
現
の

根
底
に

あ
っ

た

の

は
、

季
潭

に

お

け

る

批

語
の

存
在
で

あ
っ

た
と
言
え

よ

う
。

　
か

く

し

て
、

中
国

禅
林
の

学
風
の

影

響
を

受
け
、

批
語

重

視
の

風

潮
が

日

本
禅
林
に

も
流
布
・

浸
透
す
る

に

い

た

っ

た
。

目

本
中

世

禅
林
に

お

い

て

は
、

柳
宗

元
を

読

解
す
る

に

当
た

り
、

独

立

し

た

書
冊
の

存
在
は

未

確
認

な

が

ら
、

杜
詩

や
坡
詩
を

読

解
す
る

の

と
同

様
に

、

柳
宗
元

詩
の

批

語
に

対

し

て

も
、

愛
玩
・

敬
意
が

払

わ
れ

た
の

で

あ

ろ

う
。

禅

僧
は

批
語

を

参
照
し

つ

つ
、

そ

の

解
釈

を
深

化
さ

せ

て

い

っ

た

と

想

像
す

る
。

　

　

ま

と

め

　

中
世
禅
僧
は

、

中
国
の

書
物
を

頗

る

愛
玩
・

尊
重
し

た
。

彼
地

に

憧
憬
を

抱
く

禅

僧
は
、

彼
地
の

文

学
動
向
に

絶
え

ず
注
目
し
、

彼
地

の

文

人
の

作
品
読
解
・

感

懐
・

考
証
を

何
よ

り

も

重

視
し

た
。

当
時

期
に

彼

地

で

は

批

点

が

流
行
し

、

そ
の

第
一

人

者
で

あ
る

劉

辰
翁
の

批

語
は

、

詩
を

詩

と
し

て

味
わ
い

、

詠
詩

を

教
導
す
る

姿

勢
を

有
し

て

お

り
、

禅
僧
の

嗜
好
を

十
二

分
に

満

た

す
も
の

で

あ

っ

た
。

杜
詩

や

蘇
詩
の

抄

物
に

は
、

批
語
を

支
持

す
る

発

言

が

随

所
に

見
ら

れ
、

禅
僧

が
い

か

に

批
語
を

支
持
し

て

い

た

か

が

見
て

取
れ
る

。

　
そ
の

劉
辰
翁
を
尊
崇

す

る

風
潮
は

柳
宗

元
詩
に

も

及
ん

だ

様
子

で

あ

る
。

劉
辰

翁
が

評

点

し

た

柳

宗
元
詩

集
（

未

確
認
）

が

禅
林

に

持

ち

込

ま

れ

る

と
、

そ

の

批
語
を

『

五

山
版
五

百

家
本
』

に

書

き

入

れ
た

。

現
存
す

る

多
く
の

『

五

山

版
五

百
家
本
』

に

同

様
の

批
語
が

書
き
入

れ

ら

れ

て

い

る
こ

と
か

ら
、

劉
辰

翁
の

批

語

を

利

用
し

て

柳
詩
の

読
解
を

深
め

て

い

た

こ

と

が

察
せ

ら

れ

る
。

　

現
在

、

『

唐
詩

品

彙
』

や

『

柳
河

東

集
』

に

柳
宗
元

詩
の

批
語
が

見
ら

れ
る

が
、

実
際

に

は

そ

れ

以
外
に
い

さ

さ
か

の

批

語

が

存
す

る

こ

と

を

明

ら
か

に

し

た
。

書
き

入

れ
の

批
語
は
、

柳
詩

批

語
を

全
て

網
羅
し

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

が
、

散
佚
し

た

と

想
像
さ

れ

る

柳
詩
批

語

を

可

能
な
限
り

復
元
し

う

る

資
料
と

言
え

よ

う
。

　

書
き
入

れ

抄

は

禅
僧
が

柳
宗

元

詩
を

探
究
し

た

貴
重

な

結
晶
で

あ
る

。

柳
詩
の

み

な

ら

ず
、

ま

だ

日
の

目
を
見
な
い

膨
大

な

量
の

結
晶
に
A
二

度

光
を

当
て
、

後

世
に

示

す
こ

と
は

研
究

者
の

重
要

な
責
務
の
一

つ

で

あ

る
と

考
え

る
。

1 注

拙
稿
「

静
嘉
堂
文
庫
所

蔵
宋
版
『

唐
柳
先
生

文
集
』

残
巻
に

つ

い

373

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soclety 　of 　Chlnese 　Llt 二erature 　of 　t二he 　Mlddle 　Ages

　
て
」

（

『

東

方
学
』

第
一

二

二

号

　
二

〇
一
一

年）

参
照。

静
嘉
堂
文
庫

　
の

宋
版
『

唐
柳
先
生

文
集
』

の

僚
巻
は

散
佚
し
た

と
思
わ

れ
て
い

た
が
、

　
平
成
23

年
度
東
京

古
典
会
創
立

100

周

年
記

念
古
典
籍
展

観
大

入

　
札
会
に

お
い

て、

当

該
僚
巻
が

競
売
に

か
け

ら
れ
た

。

概
観
し

た
と

こ

　
ろ

に
よ

れ
ば、

漱
芳
閣
文

庫
を

出
た

後
に
行

方
不

明
と
さ

れ
て

い

た
が
、

　
印
記
よ

り

不
忍

文
庫
（
屋

代

弘
賢）

に

入
っ

た
よ

う
で

あ
る

．

ま
た

不

　
明
と
さ

れ
て

い

た
構

成
で

あ
る

が
、

巻
十
五

は
「
賛
」

「

箴

戒
」

、

巻
十

　
七

は
「
序

中
」

、

巻
十
八

は

「
序

下」
、

巻
三

十
は

「

啓
」

で

あ
り

、

作

　
品
に

つ

い

て

も
、

多
少
の

出

入
が

あ
る
こ

と

が

分
か

っ

た
。

残
念
な
が

　
ら
何
れ
の

所
蔵

機
関
の

有
に

帰
し

た

か

は

不
明
で

あ
る

。

御
示

教
を
賜

　
り

た
い

。

（
2

）

拙
稿
「

蓬
左

文

庫
所
蔵

鈔
本
『

増
広

註

釈
音
弁
唐
柳
先
生

集
』

に

　
つ

い

て
」

（
『

中

国
文

史
論

叢
』

第
八
号

　
二

〇
一

二
）

参
照

。

（
3

）

拙
稿
「
五

山
版
『

新
刊

五

百

家
註
音
弁

唐
柳
先
生
文
集
』

に
つ

い

　
て

1
五

山

版
の

再

検
討
を

め

ぐ
っ

て

ー
」

（
『

文
学
』

一

二

巻
第
五

号

　
二

〇
一
一
）

参

照
。

（
4
）

拙

稿
「

建

仁
寺

両
足

院
所
蔵

『

柳
文
抄
』

の

編
纂
者
に
つ

い

て

ー

　

国
立

歴

史
民
俗

博
物
館
所
蔵
五

山
版
『

新
刊
五

百

家
註
音

弁
唐
柳
先
生

　

集
』

書
き
入

れ

者
と

の

関
係
−

」

（

『

国

語
国

文
』

第
七

人

巻
第
　

号

　
二

〇

〇
九
）
・
「
東
北
大

学
所
蔵
五

山

版
『

新
刊
五

百

家
註

音
弁
唐
柳
先

　
生
文

集
』

に

つ

い

て

−
書
き
入
れ

抄
文
の

検
討
i」
（
『

中

国
古
典
文

学

　
研

究
』

第
九

号
　
二

〇
一
一
）

参
照

。

（

5
）

（

10
）

拙

稿
「

両
足

院
所
蔵
『

柳
文
抄
』

に

つ

い

て
」

（

両
足

院

叢

　

書
『

柳
文
抄
』

（

臨
川

書
店）

所
収

　
二

〇
一

〇）

参
照。

（
6
）

拙

稿
「
柳
宗
元
を

学
ん

だ

禅
僧
た

ち

1
韓
愈

と
の

比

較

1
」

（
『

漢

　

籍
と

日

本
人
2

』

（

『

ア

ジ

ア

遊
学
』

第
一
一

六

号
〉

　

二

〇

〇
八
）

参

　
照

。

（
7
）

機

関
に

よ

っ

て

は
閲
覧
に

時
間
が

か
か

る

た

め
、

確
認
で

き

た

機

　

関
を
挙

げ
た。

な
お
、

路
繍
氏
「
内

閣
文
庫
蔵
五

山

版
『

新
刊
五

百
家

　

註
音
弁

唐
柳
先
生

文
集
』

の

書
き
入

れ
に

つ

い

て

1
巻
四

十
二
・

四

十

　
三
「

古

今
詩」

を

手

掛
か
り

と
し

て
」
（
『

学
林
』

五
八

号
　
二

〇
一

四）

　
に
、

内

閣
文

庫
蔵
本
の

巻
四

十
二
・

四
三

に

お

け
る

書
き
入
れ
が

劉
辰

　

翁
の

評

点
で

あ

る
こ

と
に

触
れ

ら
れ
て

い

る
。

た
だ
し
、

氏
は

内
閣
文

　

庫
蔵
『

五

山
版
五

百

家
本
』

に

多
く
の

書
き

入
れ
が

な
さ
れ
て

い

る

中

　
で
、

他

機
関
の

『

五

山
版
五

百

家
本
』

の

書
き
入

れ
と
比

較
す
る

こ

と

　

な
く
、

「

劉」

や
「

批」

と
い

っ

た

人
物

や

評
点
で

あ
る
こ

と
が

明
示

　

さ
れ
て

い

な
い

に

も
か

か

わ
ら

ず、

特
定
の

書
き

入
れ

抄
を
劉

辰
翁
の

　

評
点
で

あ
る

と
断
定
し

て

お
ら

れ
る

こ

と
に

奇
異
の

感
を

抱
い

た
。

書

　

き
入

れ

抄
は、

市
川

桃
子

氏
が

日
本

禅
僧
の

解
釈

と

間
違
え
ら

れ
た

程

　
の

内
容

で

あ
る
に

も
か

か

わ

ら
ず、

根
拠
が

明
示

さ
れ

る
こ

と

な
く

劉

　

辰

翁
の

評
点
だ

と

断
じ

ら

れ

る
点
は

不
可

解
で

あ
っ

た
。

（

8
）

焦

印
亭
氏

『

劉

辰
翁
文
学
研

究
』

（

中
国
社
会
科
学
出

版

　
二

〇
一

　
一
）

（

9
）

奥

野

新
太
郎

氏

「

元

代
文

学
に

お

け
る

「
采
詩」

1
劉
辰

翁
の

佚

　

稿
『

興
観
集
』

『

古
今
詩
統
』

を
め

ぐ
っ

て

ー」
（
『

九

州
中
国
学
会

報
』

　

四
七

号

　
二

〇
〇
九
）

参
照

。

（

11
）

奥
野
新
太

郎
氏
「

劉
辰

翁
の

評
點
と

「

情
」

」
（

『

日

本
中
国
学
会
報
』

　
六

二

号
　
二

〇
一

〇
）

・

高
津
孝
氏

「
宋
元
評

点
考」

（

『

鹿
児

島
大

学

　

人
文

学
科

論

集
』

三
一

号
　
一

九
九

〇）

に
、

劉
辰

翁
の

批
点
に

対
す

　

る

批
判
に

つ

い

て

も
論
究
さ

れ
て

い

る
。

呉

牧
雲
『

劉
辰
翁
《

世
説
新
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語
》

評

点
研
究
』

〔
国
立

中
央
大
学
碩
士

論
文

　
二

〇

＝
）

第
｝

節

　
（
三
）

三

「

関
於
劉
辰

翁
詩
文

評

点
和

文
学
理

論
的
研

究」

に

劉
辰

翁

　
の

評
点
に

対

す
る

歴
代
の

評

価
が
ま

と
め

ら

れ
て

い

る。

〔

12
）

前
掲
（
11
）

奥
野
氏

論
文
参

照
。

（

13
）

許
総
著
・

加

藤
国

安
訳
『

杜
甫
論
の

新
構

想
』

（

研
文
出
版

　
一

九

　
九

六
）

第
四

章
第
五

節
「
杜
詩
評
点
本
・

評
論
集
本
の

鏑
矢」

の

訳

注

　
参

照
。

（

14
）

焦
印
亭
氏

「
劉
辰

翁
的
文

学
思
想」

（

『

劉
辰
翁
文

学
研

究
』

所
収
）

（

15
）

日

本
に

『

批
点

杜

詩
本
』

が

流
入

し
、

流
布
し
た

背

景
に

つ

い

て

　
は
、

拙
稿
「
日

本
禅
林
に

お

け

る

中
国
の

杜
詩
注

釈
書

受
容

−
『

集
千

　

家
註
分
類
杜
工

部
詩
』

か

ら

『

集
千

家
註
批
点
杜
工

部
詩

集
』

へ

ー
」

　

（

『

日

本
中
国

学
会
報
』

第
五

十
五

集
　
二

〇
〇

三
）

参
照

。

（
16
）

『

黙

雲

稿
』

の

資
料
に
つ

い

て

は

筆
者
未
見

。

芳
賀
幸
四
郎

『

中

世

　

禅
林
の

学
問

お

よ

び

文
学
に

関
す
る

研

究
』

（

日

本
学
術
振
興

会

　
昭

　

和
三

十
一

年
）

に

よ
る

。

（
17
）

禅
僧
が

『

批
点
杜
詩

本
』

の

批
語
に

ど
の

よ

う
に

接
し

て

い

た

か

　

に
つ

い

て

は、

拙

稿
「
禅
林
に

お

け
る

杜
詩
注

釈
書
受
容
の
一

側
面

1

　

『

杜

詩
続
翠
抄
』

の

場

合
1

」

（

『

漢
籍
と
目
本

人
』

〈

『

ア

ジ
ア

遊

学
』

　

第
九

三

号〉

二

〇
〇
六
）

参

照
。

＊

本
稿
は
、

二

〇

＝
二

年
六

月
一

日、

愛
媛
大
学
で

行
わ

れ

た

第
五

十
九

　

回

中
国
四

国
地

区
中
国

学
会

大

会
で

の

研
究

発
表
に

基
づ

き
ま

す
。

そ

　
の

後
、

路
瑚
氏
の

論
文

が

発
表
さ
れ

ま
し

た

が
、

本
稿
の

域
を

出
る

も

　
の

で

は

な
い

と

判
断
し

、

内

容
を

改
め

る
こ

と

な

く

公

表
い

た

し

ま
し

　

た
。
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